
新
型
肺
炎
、外
国
人
入
国
制
限

　
【
共
同
】
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
、
本
部
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）
は
３
０
日
（
日
本
時
間
３
１
日
）、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
肺
炎
に
関
す
る
３
回
目
の
緊
急
委
員
会
を
開
き
「
国
際
的
に
懸
念
さ
れ
る
公
衆
衛
生
上
の
緊
急
事

態
」
に
該
当
す
る
と
宣
言
し
た
。
渡
航
制
限
勧
告
は
見
送
っ
た
。
安
倍
晋
三
首
相
は
３
１
日
の
対
策
本
部
会
合
で

外
国
人
の
日
本
渡
航
を
制
限
す
る
方
針
を
表
明
し
た
。
入
国
申
請
時
か
ら
１
４
日
以
内
に
中
国
武
漢
市
を
含
む
湖

北
省
に
滞
在
歴
の
あ
る
外
国
人
を
「
当
分
の
間
、
入
国
を
拒
否
す
る
」
と
述
べ
た
。
湖
北
省
発
行
の
中
国
旅
券
所

持
者
も
入
国
を
原
則
禁
じ
、
水
際
対
策
を
強
化
し
た
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
、緊
急
事
態
宣
言

市
民
の
生
活
に
混
乱
が
生
じ

る
可
能
性
も
あ
る
。

　

Ｅ
Ｕ
閣
僚
理
事
会
は
３
０

日
、
英
国
の
離
脱
条
件
を
定

め
た
離
脱
協
定
を
承
認
、
こ

れ
で
英
Ｅ
Ｕ
双
方
の
協
定
の

批
准
が
完
了
し
た
。
同
日
夜

に
は
Ｅ
Ｕ
が
本
部
を
置
く
ベ

ル
ギ
ー
・
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

の
観
光
名
所
グ
ラ
ン
プ
ラ
ス

で
、
建
物
が
英
国
の
国
旗
と

同
じ
赤
白
青
に
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
た
。

　

ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
相
は
３
１

日
の
離
脱
前
、
国
民
向
け
に

　
【
ロ
ン
ド
ン
共
同
＝
砂
田

浩
孝
】
英
国
は
３
１
日
午
後

１
１
時
（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
時

間
２
月
１
日
午
前
０
時
、
日

本
時
間
同
日
午
前
８
時
）、

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
か
ら
離

脱
す
る
。
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の

脱
退
は
初
め
て
で
、
統
合
を

深
化
さ
せ
て
き
た
欧
州
は
新

た
な
岐
路
に
立
つ
。
ジ
ョ
ン

ソ
ン
政
権
は
Ｅ
Ｕ
や
、
日
米

な
ど
各
国
と
自
由
貿
易
協
定

（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
締
結
に
向
け
た

交
渉
に
入
る
。
交
渉
が
難
航

す
れ
ば
、
経
済
や
在
英
Ｅ
Ｕ 加

盟
国
初
、貿
易
交
渉
へ

動
き
が
広
が
っ
た
。
中
国
政

府
は
海
外
へ
の
団
体
旅
行
を

禁
止
し
て
い
る
。
首
相
は
参

院
予
算
委
員
会
で
観
光
業
へ

の
影
響
に
触
れ
「
予
備
費
使

用
も
検
討
し
た
い
」
と
述
べ

た
。

　

武
漢
か
ら
の
チ
ャ
ー
タ
ー

機
第
３
便
は
３
１
日
午
前
に

到
着
。
政
府
に
よ
る
と
、
帰

国
し
た
１
４
９
人
の
う
ち

２
５
人
が
入
院
し
た
。
ま

た
中
国
側
検
査
に
よ
り
経
過

観
察
が
必
要
と
さ
れ
た
７
人

が
、
武
漢
で
乗
れ
な
か
っ
た
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
第
２
便

の
２
１
０
人
の
う
ち
２
人
が

無
症
状
だ
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
と

確
認
し
た
。
新
た
に
奈
良
県

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
「
終

わ
り
で
は
な
く
始
ま
り
。
夜

明
け
の
時
だ
」と
宣
言
す
る
。

Ｅ
Ｕ
の
フ
ォ
ン
デ
ア
ラ
イ
エ

ン
欧
州
委
員
長
は
同
日
「
英

国
と
は
で
き
る
限
り
緊
密
な

関
係
を
築
き
た
い
が
、
加

盟
国
ほ
ど
緊
密
に
は
な
れ
な

い
」
と
述
べ
、
今
後
の
交
渉

な
ど
に
厳
し
い
姿
勢
で
臨
む

考
え
を
示
し
た
。

　

離
脱
後
は
１
２
月
末
ま
で

激
変
緩
和
の
た
め
の
「
移
行

期
間
」
と
な
る
た
め
、
当

面
は
大
き
な
変
化
は
起
き
な

い
。
移
行
期
間
は
最
長
２
年

ま
で
延
長
が
認
め
ら
れ
て
い

る
が
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
は
延

長
し
な
い
方
針
を
示
し
て
い

る
。
１
１
カ
月
間
で
交
渉
が

ま
と
ま
ら
な
け
れ
ば
、
市

民
生
活
な
ど
へ
の
混
乱
の
ほ

経
済
や
生
活
に
混
乱
も

首
相「
湖
北
省
滞
在
は
拒
否
」

（１） ２０２０年第５４１９号  ２月 １日 （土曜日）

「
食
育
」

魅
力
ア
ピ
ー
ル

Ｎ
Ｙ
で
日
本
の
給
食
Ｐ
Ｒ
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脱
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離
脱

英
、Ｅ
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離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
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ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
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ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
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ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
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ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

英
、Ｅ
Ｕ
か
ら
離
脱

新
型
肺
炎
、企
業
活
動
に
打
撃

中
国
渡
航
自
粛
、訪
日
客
減
で

外
国
人
労
働
者
１
６
６
万
人

東
京
圏
へ
人
口
集
中
加
速

人
手
不
足
、
最
多
を
更
新

転
入
超
過
１
４
万
８
千
人

か
、
対
日
貿
易
に
も
影
響
が

出
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

英
国
内
で
は
、
Ｅ
Ｕ
残
留

派
が
多
い
北
部
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
で
独
立
に
向
け
た
住
民

投
票
実
施
の
要
求
が
強
ま
る

の
は
必
至
。
英
統
治
を
巡
る

紛
争
の
歴
史
が
あ
る
北
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
の
情
勢
変
化
も
懸

念
材
料
と
な
る
。

　

東
欧
で
の
Ｅ
Ｕ
拡
大
に
よ

る
移
民
流
入
な
ど
を
背
景

に
、
英
国
民
の
間
で
反
Ｅ
Ｕ

感
情
が
強
ま
る
中
、
英
国
は

２
０
１
６
年
６
月
、
当
時
の

キ
ャ
メ
ロ
ン
政
権
が
国
民
投

票
を
実
施
、
僅
差
で
離
脱

が
決
ま
っ
た
。
後
継
の
メ
イ

政
権
は
離
脱
実
現
に
失
敗
し

た
が
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
現
政
権

の
下
で
与
党
保
守
党
が
昨
年

１
２
月
の
総
選
挙
で
圧
勝
、

離
脱
が
確
実
と
な
っ
た
。

　

Ｅ
Ｕ
の
総
人
口
の
う
ち

英
国
が
占
め
る
割
合
は

１
３
％
。
１
８
年
の
国
内
総

生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
全
体
の

１
５
％
に
上
っ
て
い
た
。

か
ら
同
月
１
日
に
前
倒
し
す

る
と
持
ち
回
り
閣
議
で
決
め

た
。
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
に
よ
る
「
国
際
的
に
懸

念
さ
れ
る
公
衆
衛
生
上
の
緊

急
事
態
」
宣
言
を
踏
ま
え
た

新
型
肺
炎「
入
国
を
拒
否
」

指
定
感
染
症
あ
す
前
倒
し
施
行

対
応
。
安
倍
晋
三
首
相
は
１

月
３
１
日
の
衆
院
予
算
委
員

会
で
「
わ
が
国
に
入
国
し
よ

う
と
す
る
者
が
感
染
症
で
あ

る
場
合
に
は
、
入
国
を
拒
否

す
る
」
と
表
明
し
た
。
外
国

人
が
対
象
と
み
ら
れ
る
。

　

首
相
は
衆
院
予
算
委
で
、

政
令
施
行
を
２
月
１
日
に
前

倒
し
す
る
と
明
言
し
「
情
勢

変
化
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
や

る
べ
き
対
策
を
ち
ゅ
う
ち
ょ

な
く
決
断
し
、
実
行
し
て
い

く
」
と
述
べ
た
。

　

菅
義
偉
官
房
長
官
は
記
者

会
見
で
、
入
国
管
理
に
関
し

「
感
染
者
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
な
い
場
合
で
も
、
査

証
（
ビ
ザ
）
の
取
り
扱
い
も

資
格
」
が
５
３
万
１
７
８
１

人
で
全
体
の
３
２
・
１
％

を
占
め
最
多
。
技
能
実

習
は
３
８
万
３
９
７
８
人

で
、
前
年
か
ら
２
４
・
５
％

増
え
た
。
留
学
生
ア
ル

バ
イ
ト
ら
「
資
格
外
活

動
」
は
３
７
万
２
８
９
４

人
、
特
定
技
能
や
研
究
者

な
ど
の
専
門
・
技
術
職
は

３
２
万
９
０
３
４
人
だ
っ

た
。

　

都
道
府
県
別
で
は
東
京

が
４
８
万
５
３
４
５
人

と
最
も
多
く
、
愛
知
が

　
【
共
同
】
政
府
は
３
１
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
肺
炎
を
感
染
症
法
の
「
指

定
感
染
症
」
と
検
疫
法
上
の

「
検
疫
感
染
症
」
と
す
る
た

め
の
政
令
施
行
を
２
月
７
日

動
す
る
状
況
に
応
じ
て
判
断

す
る
し
か
な
い
。
厳
し
い
状

況
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
」

と
危
機
感
を
示
し
た
。

　

全
日
本
空
輸
も
、
中
国
便

の
運
休
拡
大
へ
準
備
を
進
め

る
考
え
だ
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
３
１

日
、
日
本
か
ら
香
港
、
マ

カ
オ
を
含
む
中
国
行
き
の
ツ

　
【
共
同
】
中
国
発
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肺
炎

の
感
染
拡
大
で
、
日
本
企
業

の
事
業
活
動
や
業
績
へ
の
影

響
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
政

府
が
３
１
日
に
湖
北
省
を
除

く
中
国
全
土
で
も
感
染
症
危

険
情
報
を
「
不
要
不
急
の
渡

航
の
自
粛
」
を
求
め
る
レ
ベ

ル
２
に
引
き
上
げ
た
こ
と
に
、

経
済
界
で
は
活
動
の
停
滞
を

懸
念
す
る
声
が
上
が
っ
た
。

訪
日
外
国
人
客
の
減
少
な
ど

を
理
由
と
す
る
業
績
の
下
方

修
正
も
相
次
い
だ
。

　

日
本
航
空
は
３
１
日
ま
で

の
お
よ
そ
１
０
日
間
に
、
日

本
と
中
国
を
結
ぶ
路
線
で

２
月
の
予
約
の
約
２
５
％
が

キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
た
と
明
ら

か
に
し
た
。
中
国
路
線
は
国

際
線
の
収
入
の
約
１
割
を
占

め
て
い
る
と
い
い
、
菊
山
英

樹
取
締
役
専
務
執
行
役
員
は

決
算
記
者
会
見
で
「
常
に
変

　

異
例
の
措
置
と
な
る
入
国

拒
否
は
２
月
１
日
午
前
０
時

に
効
力
が
発
生
。
入
管
難
民

法
に
基
づ
く
。
日
本
人
に
は

適
用
さ
れ
な
い
。

　

米
政
府
は
３
０
日
、
中
国

全
土
へ
の
渡
航
警
戒
レ
ベ
ル

を
最
高
の
「
渡
航
中
止
・
退

避
勧
告
」
に
引
き
上
げ
た
。

全
日
本
空
輸
の
平
子
裕
志
社

長
は
３
１
日
の
記
者
会
見
で

中
国
線
運
休
の
検
討
に
入
る

と
表
明
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
日
本
か

ら
香
港
、中
国
行
き
の
ツ
ア
ー

全
て
を
２
月
２
９
日
の
出
発

分
ま
で
中
止
す
る
と
決
め
、

中
国
と
の
往
来
を
制
限
す
る

　

政
府
は
湖
北
省
を
除
く
中

国
全
土
の
感
染
症
危
険
情
報

を
「
不
要
不
急
の
渡
航
の
自

粛
」
を
求
め
る
レ
ベ
ル
２
に

引
き
上
げ
た
。
武
漢
市
を
含

む
湖
北
省
は
「
渡
航
中
止
」

を
勧
告
す
る
レ
ベ
ル
３
を
維

持
し
た
。
外
務
省
に
よ
る
と
、

中
国
全
土
を
レ
ベ
ル
２
以
上

と
す
る
の
は
２
０
１
５
年
に

感
染
症
危
険
情
報
を
４
段
階

に
分
け
て
以
来
初
め
て
。

　

中
国
共
産
党
機
関
紙
、
人

民
日
報
（
電
子
版
）
に
よ
る

と
、
中
国
本
土
の
感
染
者
は

３
１
日
夜
時
点
で
９
７
８
２

人
、
死
者
は
２
１
３
人
。

る
。

　

国
籍
別
で
は
、
中
国
が

最
多
の
４
１
万
８
３
２
７

人
で
全
体
の
２
５
・
２
％

を
占
め
る
。
近
年
急
増

し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
が
前

年
同
期
比
２
６
・
７
％

増
の
４
０
万
１
３
２
６
人

（
２
４
・
２
％
）
に
達
し
、

中
国
に
肉
薄
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

が
１
７
万
９
６
８
５
人
で
続

い
た
。

　

在
留
資
格
別
に
見
る
と
、

永
住
者
や
日
本
人
の
配
偶
者

と
い
っ
た
「
身
分
に
基
づ
く

を
積
極
的
に
採
用
す
る
傾
向

が
続
い
て
い
る
。

　

海
外
へ
の
技
術
移
転
を
名

目
と
し
た
技
能
実
習
生
が
、

ベ
ト
ナ
ム
を
中
心
に
大
幅
に

増
え
た
。
一
方
、
外
国
人
受

け
入
れ
拡
大
の
た
め
１
９
年

４
月
に
創
設
さ
れ
た
新
在

留
資
格
「
特
定
技
能
」
は

５
２
０
人
に
と
ど
ま
り
、
制

度
普
及
が
課
題
と
な
っ
て
い

　
【
共
同
】
厚
生
労
働
省
は

３
１
日
、
２
０
１
９
年
１
０

月
末
時
点
の
外
国
人
労
働
者

が
前
年
比
１
３
・
６
％
増
の

１
６
５
万
８
８
０
４
人
だ
っ

た
と
発
表
し
た
。
前
年
よ
り

１
９
万
８
３
４
１
人
増
え
、

０
７
年
に
届
け
出
が
義
務
化

さ
れ
て
以
降
、
過
去
最
多
を

更
新
し
た
。
企
業
の
人
手
不

足
が
深
刻
と
な
り
、
外
国
人

　
【
共
同
】
総
務
省
が
３
１

日
公
表
し
た
外
国
人
を
含
む

２
０
１
９
年
の
人
口
移
動
報

告
に
よ
る
と
、
東
京
圏
（
埼

玉
、
千
葉
、
東
京
、
神
奈

川
）
は
転
入
者
が
転
出
者
を

含
め
て
運
用
に
つ
い
て
速
や

か
に
検
討
す
る
」
と
説
明
し

た
。

　

外
務
省
は
３
１
日
、
武
漢

市
が
あ
る
湖
北
省
以
外
の
中

国
在
住
者
に
対
し
、
交
通

の
制
約
が
拡
大
す
る
可
能
性

に
備
え
「
日
本
へ
の
一
時
帰

国
を
含
む
、
安
全
確
保
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
を
勧
め

る
」
と
の
「
ス
ポ
ッ
ト
情
報
」

を
出
し
た
。

　

政
府
は
国
会
内
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
本
部
の
会
合
を
開
催
。
本

部
長
を
務
め
る
首
相
は
「
事

態
は
時
々
刻
々
と
変
化
し
て

い
る
。
前
例
に
と
ら
わ
れ
て

い
た
ら
危
機
に
対
応
で
き
な

い
」
と
述
べ
、
対
策
強
化
を

指
示
し
た
。

　

赤
羽
一
嘉
国
土
交
通
相
は

会
見
で
、
武
漢
市
か
ら
の
訪

日
客
に
よ
る
団
体
旅
行
に
関

わ
っ
た
全
て
の
バ
ス
運
転
手

ロンドンの国会議事堂周辺に掲揚された英国旗。
英国は加盟国として初めてＥＵを離脱する（共同）

新型コロナウイルス感染症対策本部の会合であいさつする安倍首相（共同）

給食のメニューを楽しむ参加者（共同）

の
バ
ス
運
転
手
と
接
触
し
た

千
葉
県
の
女
性
ガ
イ
ド
の
感

染
も
確
認
し
た
。
国
内
で
見

つ
か
っ
た
新
型
肺
炎
の
患
者

は
１
３
人
。
無
症
状
を
含
め

感
染
者
は
１
７
人
と
な
っ
た
。

　

日
本
政
府
は
、
新
型
肺
炎

を
感
染
症
法
に
基
づ
く
「
指

定
感
染
症
」
と
す
る
政
令
を

２
月
１
日
に
施
行
し
、
患
者

の
強
制
入
院
や
就
業
の
制
限

な
ど
の
対
策
が
可
能
と
な
っ

た
。
３
１
日
午
後
の
持
ち
回

り
閣
議
で
２
月
７
日
の
予
定

を
前
倒
し
し
た
。

拡
大
防
止
、
日
本
が
率
先
を

Ｗ
Ｈ
Ｏ
緊
急
事
態
宣
言

　
【
共
同
・
解
説
】
世
界
保

健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
「
国

際
的
に
懸
念
さ
れ
る
公
衆
衛

生
上
の
緊
急
事
態
」
を
宣
言

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
封
じ
込
め
に
向
け
、
世

界
各
国
の
足
並
み
を
そ
ろ
え

る
意
味
が
あ
る
。
感
染
者
が

続
出
し
て
い
る
日
本
は
、
率

先
し
て
拡
大
防
止
策
や
検
査

方
法
の
整
備
、
治
療
法
の
確

立
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

こ
の
数
年
間
、
エ
ボ
ラ
出

血
熱
や
ジ
カ
熱
な
ど
を
巡
る

宣
言
は
あ
っ
た
が
、
流
行
地

で
は
な
い
日
本
へ
の
影
響
は

小
さ
か
っ
た
。
今
回
は
流
行

に
は
至
ら
な
い
も
の
の
、
毎

日
の
よ
う
に
新
た
な
感
染
者

が
判
明
し
て
い
る
。
中
国
と

の
人
の
行
き
来
は
多
く
、
影

響
は
段
違
い
に
大
き
い
。

　

３
０
日
に
は
、
日
本
で
も

無
症
状
の
感
染
者
が
確
認
さ

れ
た
。
ウ
イ
ル
ス
が
わ
ず
か

で
も
、
速
く
簡
単
に
確
認
で

き
る
検
査
キ
ッ
ト
の
開
発
も

急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

検
査
キ
ッ
ト
や
新
薬
を
開

発
し
た
り
、
既
に
あ
る
薬
を

治
療
に
応
用
で
き
る
か
ど
う

か
を
検
討
し
た
り
す
る
上
で
、

ウ
イ
ル
ス
を
使
っ
た
安
全
性
、

有
効
性
の
確
認
が
欠
か
せ
な

い
。
既
に
中
国
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
は
ウ
イ
ル
ス
の
培
養

に
成
功
し
て
い
る
。
日
本
で

も
患
者
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、

検
査
や
治
療
の
進
歩
に
寄
与

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

や
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
に
健
康
診

断
を
呼
び
掛
け
る
考
え
を
示

し
た
。
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
旅
行
会
社
を
通
じ
て
対

象
者
を
把
握
す
る
。

　

ま
た
赤
羽
氏
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

奈
良
県
の
男
性
運
転
手
が
所

属
す
る
大
阪
の
バ
ス
会
社
に

対
し
、
全
従
業
員
が
医
療
機

関
を
受
診
す
る
よ
う
要
請
し

た
と
明
ら
か
に
し
た
。

　

加
藤
勝
信
厚
生
労
働
相
は

会
見
で
、
武
漢
市
の
滞
在
歴

や
発
熱
な
ど
が
あ
る
人
を
医

療
機
関
が
保
健
所
に
届
け
出

る
制
度
の
対
象
を
拡
大
す
る

方
針
を
示
し
た
。

　

橋
本
聖
子
五
輪
相
は
会
見

で
、
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
て

「
不
安
材
料
を
払
拭
し
、し
っ

か
り
と
し
た
情
報
を
的
確
に

発
信
し
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
た
。

ア
ー
全
て
を
２
月
２
９
日
の

出
発
分
ま
で
中
止
す
る
と
決

め
た
。

　

現
地
工
場
の
停
止
期
間
拡

大
や
物
流
の
停
滞
が
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
（
部
品
の
調
達
・

供
給
網
）
に
与
え
る
影
響
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
三
菱
自

動
車
の
池
谷
光
司
副
社
長
は

３
１
日
の
決
算
記
者
会
見
で

「
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
。

代
替
生
産
も
含
め
た
対
応
を

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

梶
山
弘
志
経
済
産
業
相
は
経

産
省
に
必
要
な
情
報
を
収
集

す
る
た
め
の
対
策
本
部
を
立

ち
上
げ
た
と
表
明
し
た
。

　

日
本
鉄
鋼
連
盟
の
北
野
嘉

久
会
長
（
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル

社
長
）
は
定
例
記
者
会
見
で

「
非
常
に
深
刻
な
事
態
だ
。

中
国
の
製
造
業
の
生
産
停
滞

が
長
引
け
ば
、
少
な
か
ら
ず

日
本
の
鉄
鋼
生
産
に
影
響
が

出
る
」
と
懸
念
を
示
し
た
。

　

従
業
員
の
感
染
防
止
を

徹
底
す
る
た
め
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

や
帝
人
は
３
１
日
ま
で
に
中

国
全
土
へ
の
出
張
を
原
則
禁

止
と
し
た
。
住
友
化
学
は
グ

ル
ー
プ
会
社
の
従
業
員
を
対

象
に
中
国
か
ら
国
外
へ
の
渡

航
延
期
な
ど
を
決
め
た
。

　

三
越
伊
勢
丹
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
や
化
粧
品
大
手
の

コ
ー
セ
ー
は
３
１
日
、
訪

日
客
減
少
の
影
響
な
ど
で
、

２
０
２
０
年
３
月
期
の
業
績

予
想
を
下
方
修
正
し
た
。

１
７
万
５
１
１
９
人
、
大

阪
が
１
０
万
５
３
７
９
人
。

１
万
人
未
満
の
所
も
多
く
、

都
市
部
へ
の
偏
り
が
顕
著
だ
。

　

外
国
人
を
雇
う
企
業
は

２
４
万
２
６
０
８
社
で
、
過

去
最
多
を
更
新
。
従
業
員

３
０
人
未
満
の
小
規
模
事

業
所
が
全
体
の
５
９
・
８
％

を
占
め
る
。
産
業
別
で
は
製

造
業
が
２
０
・
４
％
で
最
も

多
く
、
卸
売
・
小
売
業
が

１
７
・
４
％
、
宿
泊
・
飲
食

サ
ー
ビ
ス
業
が
１
４
・
２
％

と
続
い
た
。

１
４
万
８
７
８
３
人
上
回
る

「
転
入
超
過
」
だ
っ
た
。
前

年
よ
り
８
９
１
５
人
多
く
、

増
加
は
３
年
連
続
。
一
極
集

中
が
加
速
し
て
い
る
。
都
道

府
県
別
で
は
３
９
道
府
県
が

人
口
流
出
に
当
た
る
「
転
出

超
過
」
と
な
り
、
地
方
移
住

な
ど
を
後
押
し
す
る
政
府
の

地
方
創
生
は
奏
功
し
て
い
な

い
。

　

東
京
圏
へ
の
転
入
者
は

５
４
万
１
４
０
人
で
、
転
出

者
は
３
９
万
１
３
５
７
人
。

転
入
超
過
は
１
９
９
６
年
か

ら
２
４
年
連
続
。
１
４
年
以

降
は
外
国
人
も
含
め
て
い
る
。

１
５
〜
２
９
歳
の
流
入
が
多

く
、総
務
省
の
担
当
者
は
「
高

水
準
の
教
育
や
、
好
待
遇
の

求
人
を
求
め
る
若
者
が
吸
い

寄
せ
ら
れ
て
い
る
」
と
分
析

し
た
。

　

三
大
都
市
圏
で
も
東
京

圏
以
外
は
人
口
が
流
出
し

た
。
転
出
超
過
数
は
名
古
屋

圏
（
岐
阜
、
愛
知
、
三
重
）

が
１
万
５
０
１
７
人
で
、
大

阪
圏
（
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
、

奈
良
）
は
４
０
９
７
人
。

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】
学

校
給
食
の
紹
介
を
通
じ
て
健

康
に
配
慮
し
た
日
本
の
「
食

育
」
の
魅
力
に
触
れ
て
も
ら

お
う
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日

本
総
領
事
公
邸
で
３
０
日
、

給
食
メ
ニ
ュ
ー
を
味
わ
う
イ
ベ

ン
ト
が
開
か
れ
た
。
地
元
の

飲
食
関
係
者
や
教
育
関
係
者

ら
約
５
０
人
が
参
加
し
、
ぶ

り
大
根
や
肉
じ
ゃ
が
な
ど
に

舌
鼓
を
打
っ
た
。

　

食
育
の
普
及
活
動
を
行
う

米
国
人
女
性
ア
レ
ク
サ
ス
・

サ
ン
ボ
ー
ン
さ
ん
（
３
３
）

が
製
作
し
た
学
校
給
食
に
関

す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
も
上
映
。
島
根
県
江
津
市

で
英
語
を
教
え
た
経
験
も
あ

る
サ
ン
ボ
ー
ン
さ
ん
は
「
よ

り
良
い
食
生
活
を
実
現
し
よ

う
と
す
る
機
運
が
米
国
で
も

高
ま
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

　

米
国
で
は
他
の
先
進
国
と

同
様
、
子
ど
も
の
肥
満
が
社

会
問
題
化
し
て
お
り
、
カ
ロ

リ
ー
摂
取
量
を
満
た
す
こ
と

に
主
眼
を
置
く
学
校
給
食
の

改
善
の
必
要
性
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
企
画
に
携
わ
っ
た

政
府
関
係
者
は
「
日
本
の
給

食
に
お
け
る
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
良
さ
や
、
地
産
地
消
の
取

り
組
み
の
発
信
に
は
価
値
が

あ
る
」
と
強
調
す
る
。

　

米
国
で
食
育
に
取
り
組
む

非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の

カ
ー
ト・エ
リ
ス
さ
ん（
４
０
）

は
「
素
材
が
新
鮮
で
種
類
も

豊
富
。
日
本
の
食
育
に
は
多

く
を
学
ん
で
い
る
」
と
笑
顔

で
語
っ
た
。



本
人
は
辞
任
を
強
く
否
定
も

と
、
聖
州
で
検
査
中
な
の
は

７
人
と
な
る
。

　

リ
オ
州
と
ミ
ナ
ス
州
で
は

３
０
日
時
点
で
は
１
人
ず
つ

が
検
査
中
だ
っ
た
が
、
そ
れ

ら
の
患
者
は
３
１
日
に
感
染

の
疑
い
な
し
と
な
り
、
両
州

の
検
査
中
の
患
者
数
は
ゼ
ロ

に
な
っ
た
。

　

２
９
日
に
検
査
中
が
２
人

い
て
、
３
０
日
に
そ
れ
が
ゼ

ロ
に
な
っ
て
い
た
サ
ン
タ
カ

タ
リ
ー
ナ
州
で
は
、
３
１
日

に
ま
た
１
人
、
検
査
中
が
増

え
た
。

　

こ
の
他
、
パ
ラ
ナ
、
セ
ア

ラ
ー
州
に
１
人
ず
つ
、
南
大

河
州
に
２
人
の
合
計
４
人
い

た
検
査
中
患
者
は
、
３
１
日

も
引
き
続
き
検
査
結
果
待
ち

だ
っ
た
。

　

伯
国
保
健
省
は
、
全
国
規

模
で
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

患
者
や
擬
似
症
患
者
専
用
の

集
中
治
療
室
（
Ｕ
Ｔ
Ｉ
）
を

１
千
床
増
や
す
た
め
の
入
札

を
行
う
こ
と
も
発
表
し
た
。

　

現
在
、
伯
国
内
の
主
要
空

　

虎
の
子
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
移
管
さ
れ
、
部
下
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
も
発
覚
し
た

こ
と
で
、
オ
ニ
キ
ス
・
ロ
レ
ン
ゾ
ー
ニ
官
房
長
官
（
民
主
党
・
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）
が
大
統

領
府
で
の
居
場
所
を
失
い
つ
つ
あ
る
と
、
１
月
３
１
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
な
ど
が

報
じ
て
い
る
。

ニ
氏
と
、
オ
ニ
キ
ス
氏
が
官

房
副
長
官
の
後
任
に
選
ん
だ

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
モ
ウ
ラ
氏

を
解
任
。
さ
ら
に
、
オ
ニ
キ

ス
氏
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
Ｐ

Ｐ
Ｉ
を
経
済
省
の
管
轄
下
に

移
す
こ
と
も
発
表
し
た
。

　

オ
ニ
キ
ス
氏
は
、
所
属
政

党
こ
そ
違
う
も
の
の
、
下
院

議
員
の
頃
か
ら
数
え
る
と

２
０
年
以
上
に
わ
た
る
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
氏
の
親
友
で
、
大
統

領
選
の
頃
か
ら
、
閣
僚
入
り

を
約
束
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
政
権
１
年
目
の
昨

年
は
、
軍
人
も
多
い
連
邦
政

府
内
で
、
政
治
家
側
の
閣
僚

の
代
表
的
な
存
在
と
な
っ
て

お
り
、
連
邦
議
会
と
の
パ
イ

プ
役
に
も
な
っ
て
い
た
。

　

だ
が
、
昨
年
６
月
に
連
邦

議
会
側
か
ら
の
批
判
を
受
け

て
、
大
統
領
府
総
務
室
に
議

会
と
の
交
渉
（
ア
ル
チ
ク
ラ

ソ
ン
）
役
を
奪
わ
れ
た
あ
た

り
か
ら
、
オ
ニ
キ
ス
氏
の
大

統
領
府
で
の
権
限
は
徐
々
に

弱
ま
っ
て
い
る
と
、
さ
さ
や

か
れ
は
じ
め
て
い
た
。
オ
ニ

キ
ス
氏
は
特
別
法
務
副
長
官

　

こ
こ
数
日
、
連
日
で
報
じ

て
い
る
、
１
月
２
８
日
に
大

聖
市
圏
サ
ン
ベ
ル
ナ
ル
ド
・

ド
・
カ
ン
ポ
で
起
き
た
親
子

３
人
惨
殺
事
件
に
関
連
し
、

新
た
な
事
実
が
判
明
し
た
。

事
件
発
生
直
前
の
２
７
日

夜
、
妻
の
フ
ラ
ヴ
ィ
ア
ー
ナ

氏
が
殺
人
犠
牲
者
と
な
っ
た

の
職
務
も
、
自
身
の
傘
下
か

ら
大
統
領
府
総
務
室
に
移
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
に

よ
る
と
、
オ
ニ
キ
ス
氏
が
昨

年
中
に
行
っ
た
、
地
方
の

行
政
担
当
者
や
企
業
家
、
民

間
団
体
の
代
表
と
の
会
合

６
５
０
回
の
う
ち
、
約
４
分

の
１
の
１
５
５
回
は
、
自
身

の
選
挙
拠
点
の
あ
る
南
大
河

州
の
関
係
者
と
の
も
の
だ
っ

た
と
い
う
。
こ
の
動
き
は
、

２
０
２
２
年
に
行
わ
れ
る
統

一
選
挙
で
、
オ
ニ
キ
ス
氏
が

南
大
河
州
知
事
選
を
に
ら
ん

で
い
る
ゆ
え
の
も
の
と
見
ら

れ
て
い
る
。
残
る
７
０
０
回

の
会
合
は
、
連
邦
政
府
関
係

者
と
の
も
の
だ
っ
た
。

　

オ
ニ
キ
ス
氏
が
辞
任
し
た

場
合
の
後
任
候
補
に
は
、
現

大
統
領
府
秘
書
室
長
官
の
ル

Ｐ
Ｐ
Ｉ
と
側
近
２
人
の
更
迭
で

港
で
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
時
に
出
る
症
状
の
説
明

と
、
感
染
防
止
方
法
な
ど
を

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
英
語
、
中

国
語
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
い

る
。

　

グ
ア
ル
ー
リ
ョ
ス
国
際
空

港
で
は
、
空
港
職
員
が
マ
ス

ク
を
つ
け
て

職
務
に
当

た
っ
て
い

る
。
サ
ル
バ

ド
ー
ル
の
空

港
で
は
ジ
ェ

ル
状
の
除
菌

ア
ル
コ
ー
ル

の
容
器
が
各

所
に
設
置
さ

れ
た
。
し
か

し
、
欧
米
諸

国
と
は
異
な

り
、
伯
国
で

は
、
到
着
客

に
対
す
る
体

温
の
サ
ー
モ

の
９
人
が
、
３
１
日
午
後
４

時
に
は
１
２
人
と
な
っ
た
。

ま
た
、
発
生
源
で
あ
る
中
国

の
武
漢
に
取
り
残
さ
れ
て
い

る
伯
人
の
反
応
な
ど
を
、
１

月
３
０
、３
１
日
付
伯
字
紙
・

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

３
０
日
は
３
人
が
検
査
中

と
発
表
さ
れ
た
聖
州
で
は
、

１
人
が
感
染
の
疑
い
が
晴
れ

た
一
方
、
５
人
が
新
た
に
検

査
中
と
な
っ
た
。
検
査
結
果

待
ち
の
２
人
と
合
わ
せ
る

　
【
既
報
関
連
】
中
国
で
流

行
が
始
ま
り
、
現
在
、
世
界

中
で
脅
威
と
な
っ
て
い
る
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。
１
月
３
０

日
に
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催

さ
れ
た
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
の
緊
急
会
合
で
、「
国

際
的
に
懸
念
さ
れ
る
公
衆
衛

生
の
緊
急
事
態
」
が
宣
言
さ

れ
た
。

　

伯
国
で
は
発
症
者
こ
そ
確

認
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

伯
国
保
健
省
発
表
の
擬
似
症

（
検
査
中
）
の
患
者
数
は
、

１
月
３
０
日
午
後
４
時
現
在 聖

州
が
最
多
で
検
査
中
７
人

温
暖
化
で
豪
雨
よ
り
頻
繁
に

救
出
訴
え
る
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
も

グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
は
行
わ
れ

て
い
な
い
。

　

ま
た
、
武
漢
に
本
拠
を
置

く
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
に
所
属

す
る
、
元
浦
和
レ
ッ
ズ
Ｆ
Ｗ

の
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
シ
ウ
ヴ
ァ

は
伯
字
紙
に
対
し
、「
ス
ペ

イ
ン
の
セ
ビ
ー
リ
ャ
で
キ
ャ

計
画
（
Ｐ
Ｐ
Ｉ
）
を
経
済
省

に
奪
わ
れ
た
こ
と
で
、
オ
ニ

キ
ス
氏
の
権
限
低
下
が
表
面

化
。
伯
字
紙
で
も
「
辞
任
が

近
い
の
で
は
」
と
報
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

グ
ロ
ー
ボ
局
は
１
月
３
１

日
、
休
暇
を
終
え
て
滞
在
先

の
米
国
か
ら
ブ
ラ
ジ
リ
ア
に

戻
っ
て
き
た
オ
ニ
キ
ス
氏
に

直
撃
取
材
し
た
が
、
同
氏
は

「
辞
任
は
あ
り
え
な
い
」
と

答
え
た
。「
以
前
か
ら
言
っ

て
い
る
よ
う
に
、
自
分
の
任

務
は
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
と

伯
国
に
仕
え
る
こ
と
だ
」
と

同
氏
は
強
く
主
張
し
た
。

　

だ
が
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
は
こ
の
前
日
の
１
月
３
０

日
に
、
官
房
副
長
官
解
任
後

に
官
房
長
官
付
き
の
外
務
特

別
局
長
に
就
い
た
サ
ン
チ
ー

グアルーリョス空港にエアー・チャイナ便で到着した旅行者たち

オニキス氏（Agencia Brasil）

大
統
領
の
長
年
の
親
友
だ
が

南東部

イ
ス
・
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ラ

モ
ス
氏
ら
の
名
前
が
出
て
い

る
。
ま
た
、
現
在
は
官
房
長

官
付
き
の
大
統
領
府
法
務
部

を
、
大
統
領
府
総
務
室
長
官

の
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
・
オ
リ
ヴ
ェ

イ
ラ
氏
の
管
轄
下
に
戻
す
こ

と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。

夫
と
息
子
の
遺
体
を
乗
せ
た

ジ
ー
プ
を
運
転
し
、
自
宅
の

あ
る
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
を
出

て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

同
氏
も
、
２
８
日
未
明
に
、

焼
か
れ
た
ジ
ー
プ
の
ト
ラ
ン

ク
の
中
で
遺
体
と
な
っ
て
見

つ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
事
件

で
は
既
に
、
ジ
ー
プ
と
同
じ

タ
イ
ミ
ン
グ
で
車
で
外
出
し

た
娘
の
ア
ナ
・
フ
ラ
ヴ
ィ
ア

容
疑
者
と
、
彼
女
の
恋
人
の

女
性
が
殺
人
容
疑
で
逮
捕
さ

れ
て
い
る
。
監
視
カ
メ
ラ
は

２
人
が
長
身
の
男
性
と
語
ら

う
姿
も
と
ら
え
て
お
り
、
警

察
が
行
方
を
追
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

カ
ン
タ
レ
イ
ラ
水
系
の
１

月
の
月
間
降
水
量
は
１
９
９

・
２
ミ
リ
で
、
も
う
少
し
の

と
こ
ろ
で
２
０
０
ミ
リ
を
逃

し
た
。
普
段
の
月
か
ら
す
れ

ば
少
な
い
降
水
量
で
は
な
い

が
、
１
月
の
月
間
平
均
降
水

量
は
２
６
２
ミ
リ
な
の
で
、

も
う
少
し
ほ
し
か
っ
た
と
こ

ろ
。
１
月
は
上
旬
こ
そ
雨
が

多
か
っ
た
が
、
予
報
で
は
聖

市
に
多
く
の
雨
が
見
込
ま
れ

て
い
た
下
旬
に
、
曇
り
空
か

ら
小
雨
が
降
る
程
度
で
終
っ

た
こ
と
が
響
い
た
か
。
１
月

３
１
日
午
前
９
時
現
在
の
同

水
系
の
水
位
は
４
５
・
７
％
。

３
月
に
は
５
０
％
を
超
え
て

ほ
し
い
が
。

　
　
　
　
　

◎

　

東
京
五
輪
進
出
を
か
け
た

サ
ッ
カ
ー
の
南
米
予
選
は
３

日
か
ら
決
勝
リ
ー
グ
だ
。
伯

国
代
表
の
３
日
の
対
戦
相
手

は
、
今
大
会
の
開
催
国
で
あ

る
コ
ロ
ン
ビ
ア
。
調
子
付
く

と
怖
く
、
か
つ
地
元
の
フ
ァ

ン
の
応
援
も
あ
る
の
で
、
な

か
な
か
手
ご
わ
い
相
手
だ
。

決
勝
リ
ー
グ
は
伯
国
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
と

も
う
１
チ
ー
ム
（
１
月
３
１

日
決
定
）
で
行
わ
れ
、
２
カ

国
が
五
輪
に
進
出
す
る
。

　
【
既
報
関
連
】
米
国
ト
ラ

ン
プ
政
権
は
１
月
２
９
日

に
、
米
国
と
メ
キ
シ
コ
の
国

境
か
ら
米
国
に
不
法
入
国
を

試
み
た
伯
人
は
、
入
国
審
査

を
待
つ
間
、
メ
キ
シ
コ
に
送

り
返
さ
れ
る
と
発
表
し
た
。

　

既
に
、
未
成
年
者
４
人
を

含
む
少
な
く
と
も
１
０
人
の

伯
人
が
、
１
月
２
９
日
の

夕
方
に
は
メ
キ
シ
コ
の
シ
ウ

ダ
ー
ド
・
フ
ア
レ
ス
市
に
送

ら
れ
た
。

　

ビ
ザ
を
持
た
ず
に
入
国
し

よ
う
と
す
る
外
国
人
を
送
り

返
す
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
行

わ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で

は
母
国
に
直
接
送
還
さ
れ
て

い
た
。

　

米
国
は
昨
年
、
入
国
審
査

を
待
つ
間
の
外
国
人
の
保
護

を
メ
キ
シ
コ
に
負
わ
せ
る
と

い
う
移
民
保
護
協
約
を
メ
キ

シ
コ
と
結
ん
だ
。
メ
キ
シ
コ

は
ア
フ
リ
カ
人
、イ
ン
ド
人
、

ア
ジ
ア
人
の
受
け
入
れ
を
拒

否
。
こ
れ
ま
で
は
、
グ
ア
テ

マ
ラ
や
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
、

ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
を
中
心
と
す

る
中
米
諸
国
民
だ
け
を
受
け

入
れ
て
き
た
が
、今
回
か
ら
、

伯
人
も
そ
の
対
象
に
加
え
ら

れ
た
。

　

米
国
の
ケ
ン
・
ク
ッ
チ

ネ
ッ
リ
市
民
権
・
移
民
局
副

長
官
代
理
は
、「
メ
キ
シ
コ

の
受
け
入
れ
対
象
に
伯
人
も

加
わ
っ
た
こ
と
は
喜
ば
し

い
」
と
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
伯
人
は
、
米
国

入
国
を
試
み
て
捕
ま
っ
て
も

米
国
内
の
施
設
に
置
か
れ
、

移
民
局
出
頭
日
時
も
米
国
領

内
で
知
ら
さ
れ
て
い
た
。

　

メ
キ
シ
コ
と
国
境
を
接
す

る
米
国
側
の
町
エ
ル
・
パ
ソ

在
住
で
、
移
民
問
題
に
詳
し

い
弁
護
士
の
テ
イ
ラ
ー
・
レ

ヴ
ィ
氏
は
、
メ
キ
シ
コ
側
の

同
僚
か
ら
の
情
報
を
受
け
、

「
メ
キ
シ
コ
に
送
ら
れ
た
伯

人
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
も
話
せ

ず
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
話
せ

る
弁
護
士
も
見
つ
け
ら
れ
な

い
か
ら
、
立
場
が
弱
い
」
と

の
ツ
イ
ー
ト
を
流
し
た
。

　

伯
国
外
務
省
は
、
米
国
に

入
国
を
試
み
て
捕
ま
っ
た
場

合
は
メ
キ
シ
コ
領
内
に
送

り
返
さ
れ
る
こ
と
は
正
式
に

知
ら
さ
れ
て
い
る
と
、
１
月

３
０
日
に
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　
【
既
報
関
連
】
１
月
１
７

日
以
降
、
南
東
部
で
は
死
者

も
伴
う
豪
雨
が
続
い
て
い
る

が
、
近
年
は
、
地
球
温
暖
化

の
影
響
で
豪
雨
が
よ
り
頻
繁

に
起
き
、
洪
水
そ
の
他
の
被

害
が
甚
大
化
す
る
傾
向
に
あ

る
。
１
月
３
１
日
に
現
地
を

視
察
し
た
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
は
、
被
災
地
支
援
の
た
め

に
８
億
９
２
０
０
万
レ
ア
ル

の
供
出
を
約
束
し
た
と
１
月

２
９
〜
３
０
日
付
伯
字
紙
サ

イ
ト
が
報
じ
た
。

　

１
月
の
豪
雨
は
、ミ
ナ
ス
、

エ
ス
ピ
リ
ト
サ
ン
ト
、
リ
オ

の
３
州
中
心
に
大
き
な
爪
痕

を
残
し
て
い
る
。

　

１
月
２
３
日
以
降
、
大
雨

が
続
く
ミ
ナ
ス
州
で
は
、
１

月
２
８
日
に
ベ
ロ
・
オ
リ
ゾ

ン
テ
（
Ｂ
Ｈ
）
で
３
時
間
で

１
７
５
ミ
リ
と
い
う
強
烈
な

雨
を
記
録
。
先
週
も
２
４
時

間
で
１
７
１
ミ
リ
の
雨
を
記

録
し
て
お
り
、
路
面
の
傷
み

な
ど
は
深
刻
だ
。
土
砂
崩
れ

な
ど
の
危
険
性
も
高
い
。

　

１
月
３
１
日
現
在
の
同
州

で
の
死
者
は
、
Ｂ
Ｈ
の
１
３

人
を
筆
頭
に
５
６
人
と
な
っ

た
。
ま
た
、
緊
急
事
態
宣
言

市
も
１
９
６
に
急
増
、
非
常

事
態
宣
言
中
の
市
も
五
つ
あ

る
。
１
月
３
０
日
現
在
の
避

難
者
は
、
親
戚
宅
な
ど
に
身

を
寄
せ
た
人
が
約
４
万
５
３

０
０
人
、
避
難
所
利
用
者
が

約
８
３
０
０
人
。
負
傷
者
は

６
８
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

エ
ス
ピ
リ
ト
サ
ン
ト
州
で

は
、
１
月
２
６
日
か
ら
の
行

方
不
明
者
が
遺
体
で
見
つ
か

り
、
１
７
日
以
降
の
雨
に
よ

る
死
者
が
１
０
人
に
増
加
。

１
月
３
０
日
現
在
の
非
常
事

態
宣
言
市
は
、
イ
ウ
ー
ナ

と
コ
ン
セ
イ
サ
ン
・
ド
・
カ

ス
テ
ロ
が
加
わ
り
、
６
市
と

な
っ
た
（
連
邦
政
府
も
認
可

済
み
は
２
市
）。
連
邦
政
府

が
認
定
し
た
緊
急
事
態
宣
言

市
は
１
６
だ
が
、
州
政
府
が

認
定
し
た
緊
急
事
態
宣
言
市

は
２
３
で
、
市
役
所
が
認
定

し
た
市
も
二
つ
あ
る
。
避
難

者
は
１
万
４
７
６
５
人
で
、

親
戚
宅
な
ど
に
身
を
寄
せ
た

人
１
万
２
７
３
５
人
、
避
難

所
利
用
者
２
０
３
０
人
だ
。

　

リ
オ
州
で
も
、
北
部
、
北

西
部
を
中
心
に
雨
が
降
り
、

死
者
も
出
て
い
る
。

　

な
お
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
は
１
月
３
０
日
に
Ｂ
Ｈ
で

ロ
メ
ウ
・
ゼ
マ
知
事
や
地

域
開
発
相
ら
と
会
談
。
Ｂ
Ｈ

周
辺
を
上
空
視
察
後
、
南

東
部
３
州
の
自
治
体
向
け
に

８
億
９
２
０
０
万
レ
ア
ル
の

支
援
を
約
束
し
た
。

　

南
東
部
で
は
近
年
、
集
中

豪
雨
の
日
が
増
え
、
被
害
も

甚
大
化
し
て
い
る
。
聖
州
で

８
０
ミ
リ
以
上
降
っ
た
日
を

み
る
と
、
１
９
６
０
年
代
の

３
日
に
対
し
、
２
０
１
０
年

代
は
１
４
日
。
１
０
０
ミ
リ

以
上
降
っ
た
日
も
、
０
日
が

６
日
に
増
え
て
い
る
。
サ
ン

パ
ウ
ロ
総
合
大
学
高
等
研
究

所
の
カ
ル
ロ
ス
・
ノ
ブ
レ
氏

は
、
豪
雨
と
そ
の
被
害
の
増

加
は
、
地
球
温
暖
化
と
市
街

地
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
覆
わ
れ
始
め
た

の
が
原
因
と
し
て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が
１

月
３
０
日
夜
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア

の
空
軍
病
院
に
一
時
入
院

し
た
。
公
務
に
は
記
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
１
月
３
０
〜

３
１
日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報

じ
て
い
る
。

　

こ
の
入
院
は
当
初
、「
ヘ

ル
ニ
ア
の
定
期
健
診
の
た

め
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
た
。

大
統
領
は
昨
年
９
月
に
も
、

１
８
年
９
月
の
刺
傷
事
件
が

原
因
の
ヘ
ル
ニ
ア
の
手
術
の

た
め
、
入
院
し
て
い
る
。

　

だ
が
、そ
の
後
の
報
道
で
、

「
パ
イ
プ
カ
ッ
ト
の
手
術
を

受
け
る
た
め
だ
っ
た
」
と
の

報
道
が
浮
上
し
た
。

　

パ
イ
プ
カ
ッ
ト
は
、
配
偶

者
と
の
間
の
子
供
を
作
る
こ

と
を
望
ま
な
い
男
性
が
受
け

る
手
術
だ
。
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大

統
領
は
３
人
の
妻
と
の
間
に

子
供
が
５
人
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
１
８
年

の
大
統
領
選
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
中
、
現
夫
人
の
ミ
シ
ェ

リ
氏
と
の
間
に
で
き
た
ラ
ウ

ラ
ち
ゃ
ん
を
共
に
撮
っ
た
ビ

デ
オ
で
「
子
供
が
欲
し
く
て

パ
イ
プ
カ
ッ
ト
を
元
に
戻
し

た
」
と
語
り
、
話
題
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
統
領

府
に
は
公
務
と
し
て
知
ら
さ

れ
て
お
ら
ず
、
ミ
ナ
ス
州
で

の
被
災
地
視
察
後
、
首
都
に

戻
る
と
病
院
に
直
行
。
夜
８

時
半
に
は
退
院
し
、
側
近
の

助
け
を
借
り
て
車
に
乗
り
込

む
姿
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。

外国為替市況
中銀サイトより

1月31日午後 4時現在
米ドル相場

売　4.2853  R$
買　4.2846  R$

円相場
売　0.0395  R$
買　0.0395  R$

大統領府での権限低下
　

昨
日
付
で
も
報
じ
た
よ
う

に
、
官
房
長
官
代
行
だ
っ
た

ヴ
ィ
セ
ン
テ
・
サ
ン
チ
ー
ニ

氏
が
、
国
外
で
の
行
事
に
空

軍
特
別
機
で
移
動
し
た
問
題

で
解
任
さ
れ
た
こ
と
と
、
自

身
が
か
な
り
思
い
入
れ
を
抱

い
て
い
た
投
資
パ
ー
ト
ナ
ー

不
法
入
国
伯
人
メ
キ
シ
コ
送
り
に

「
言
葉
話
せ
ず
立
場
弱
い
」と
も

政
府
が
約
９
億
レ
の
支
援
を
約
束

オニキス
コロナウイルス

検
査
中
の
伯
人
12
人
に
増
加

（２）２０２０年 第５４１９号 ２月 １日 （土曜日）

米国移民問題

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
が
突
如
入
院

ヘ
ル
ニ
ア
か
パ
イ
プ
カ
ッ
ト
か

ン
プ
中
で
、
武
漢
に
は
い
な

い
。
２
月
１
８
日
ま
で
こ
こ

で
キ
ャ
ン
プ
の
予
定
で
、
今

後
ど
う
な
る
か
は
分
か
ら
な

い
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
昨
年
ま
で
コ
リ
ン

チ
ャ
ン
ス
女
子
で
プ
レ
ー
し

て
い
た
伯
国
代
表
の
ミ
レ
ー

ネ
は
、
武
漢
の
女
子
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
に
移
籍
す
る
た

め
武
漢
を
訪
れ
て
い
た
が
、

街
が
隔
離
さ
れ
た
た
め
、
１

月
１
７
日
以
降
、
ア
パ
ー
ト

か
ら
出
ら
れ
な
い
状
態
に
い

る
。
ミ
レ
ー
ネ
は
伯
字
サ
イ

ト
宛
に
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
り
、「
何
日
も
家
か
ら

出
ら
れ
な
い
上
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
も
出
来
ず
、
心
配
し
て

い
る
。
自
国
民
を
チ
ャ
ー

タ
ー
機
で
脱
出
さ
せ
た
国
も

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
伯
国

政
府
も
何
と
か
同
じ
よ
う
に

し
て
も
ら
え
な
い
か
」
と

語
っ
た
。



　

第だ
い

二に

次じ

大た
い

戦せ
ん

終し
ゅ
う

了り
ょ
う

直ち
ょ
く

後ご

に
、
米べ

い

国こ
く

の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

機き

関か
ん

に
衝

し
ょ
う

撃げ
き

的て
き

な
情

じ
ょ
う

報ほ
う

が
も
た
ら
さ
れ
た
。
１
９
４
５
（
昭

し
ょ
う

和わ

２
０
）
年ね

ん

８
月が

つ

１
２
日に

ち

、
す
な
わ
ち
日に

本ほ
ん

が
降こ

う

伏ふ
く

す
る
わ
ず
か
３
日か

前ま
え

に
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

北ほ
く

部ぶ

の
興フ

ン

南ナ
ム

（
半は

ん

島と
う

の
付つ

け
根ね

の
日に

本ほ
ん

海か
い

側が
わ

）
で

原げ
ん

子し

爆ば
く

弾だ
ん

の
爆ば

く

発は
つ

実じ
っ

験け
ん

に
成せ

い

功こ
う

し
て
い
た
、と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

は
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
分ぶ

ん

析せ
き

官か
ん

ト
ニ
ー
・
ト
ル
バ
を
リ
ー

ダ
ー
と
す
る
８
人に

ん

か
ら
な
る
米べ

い

・
国こ

く

防ぼ
う

総そ
う

省し
ょ
うの
チ
ー
ム
、
お

よ
び
そ
の
後ご

に
設せ

つ

立り
つ

さ
れ
た
も
う
一ひ

と
つ
の
別べ

つ

の
政せ

い

府ふ

調ち
ょ
う

査さ

機き

関か
ん

に
よ
る
機き

密み
つ

文ぶ
ん

書し
ょ

の
調

ち
ょ
う

査さ

で
検け

ん

証し
ょ
うさ
れ
、
さ
ら
に
多お

お

く
の
事じ

実じ
つ

と
の
突つ

き
合あ

わ
せ
が
行お

こ
なわ
れ
た
。

　
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
に
よ
る
『
成せ

い

功こ
う

し
て
い
た
日に

本ほ
ん

の
原げ

ん

爆ば
く

実じ
っ

験け
ん

』[

１]

は
、
彼か

れ

の
長な

が

年ね
ん

の
研け

ん

究き
ゅ
うに
、
新あ

ら

た
に

公こ
う

開か
い

さ
れ
た
機き

密み
つ

文ぶ
ん

書し
ょ

の
内な

い

容よ
う

を
加く

わ

え
て
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ
た
書し

ょ

籍せ
き

で
あ
る
。
そ
れ
を
一い

っ

般ぱ
ん

読ど
く

者し
ゃ

向む

け
に
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版ば

ん

と
し
た

の
が
、『
世せ

界か
い

が
隠い

ん

蔽ぺ
い

し
た
日に

本ほ
ん

の
核か

く

実じ
っ

験け
ん

』[

２]

だ
。

　

本ほ
ん

編ぺ
ん

で
は
後こ

う

者し
ゃ

を
参さ

ん

照し
ょ
うし
つ
つ
、
日に

本ほ
ん

の
原げ

ん

爆ば
く

開か
い

発は
つ

が
ど
の

よ
う
に
進す

す

め
ら
れ
、
そ
れ
が
現げ

ん

代だ
い

の
我わ

れ

々わ
れ

に
と
っ
て
ど
の
よ
う

な
意い

味み

を
持も

つ
の
か
、
考か

ん
が
え
て
見み

よ
う
。

　

戦せ
ん

時じ

中ち
ゅ
うの
日に

本ほ
ん

で
原げ

ん

爆ば
く

が
開か

い

発は
つ

さ
れ
て
い
た
と
言い

う
と
、

「
そ
ん
な
バ
カ
な
」
と
思お

も

う
人ひ

と

が
ほ
と
ん
ど
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ

カ
の
科か

学が
く

技ぎ

術じ
ゅ
つは
群ぐ

ん

を
抜ぬ

い
て
お
り
、
日に

本ほ
ん

が
零ぜ

ろ

戦せ
ん

や
戦せ

ん

艦か
ん

大や
ま
と和
の
よ
う
な
通つ

う

常じ
ょ
う

兵へ
い

器き

は
と
も
か
く
、
核か

く

開か
い

発は
つ

の
よ
う
な

最さ
い

先せ
ん

端た
ん

技ぎ

術じ
ゅ
つを
も
っ
て
い
た
は
ず
は
な
い
、
と
い
う
先せ

ん

入に
ゅ
う

観か
ん

が

一い
っ

般ぱ
ん

的て
き

だ
。

　

実じ
つ

は
、
米べ

い

国こ
く

の
あ
る
科か

学が
く

史し

専せ
ん

門も
ん

家か

は
、
１
９
４
０
年ね

ん

当と
う

時じ

の
日に

本ほ
ん

の
核か

く

物ぶ
つ

理り

学が
く

者し
ゃ

た
ち
の
研け

ん

究き
ゅ
うは
「
米べ

い

側が
わ

と
並な

ら

ん
で

走は
し

っ
て
い
た
」
と
評

ひ
ょ
う

価か

し
て
い
る
。
そ
れ
を
裏う

ら

付づ

け
る
明め

い

白は
く

な

史し

実じ
つ

が
あ
る
。
敗は

い

戦せ
ん

の
わ
ず
か
４
年ね

ん

後ご

に
理り

論ろ
ん

物ぶ
つ

理り

学が
く

者し
ゃ

の

湯ゆ

川か
わ

秀ひ
で

樹き

・
京

き
ょ
う

都と

帝て
い

国こ
く

大だ
い

学が
く

教き
ょ
う

授じ
ゅ

が
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
最さ

い

初し
ょ

の

ノ
ー
ベ
ル
賞し

ょ
う
を
受じ

ゅ

賞し
ょ
うし
た
事こ

と

だ
。
湯ゆ

川か
わ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

も
原げ

ん

爆ば
く

開か
い

発は
つ

に

参さ
ん

加か

し
て
い
た
。

　

原げ
ん

爆ば
く

開か
い

発は
つ

の
初し

ょ

期き

の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
核か

く

物ぶ
つ

理り

学が
く

者し
ゃ

の
仁に

科し
な

芳よ
し

雄お

は
、
８
年ね

ん

間か
ん

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
滞た

い

在ざ
い

し
て
、
ア
ル
バ
ー
ト・

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
や
量

り
ょ
う

子し

論ろ
ん

の
育そ

だ

て
の
親お

や

ニ
ー
ル
ス
・
ボ
ー

終し
ゅ
う

戦せ
ん

直ち
ょ
く

前ぜ
ん

、日に

本ほ
ん

は

　
　

  
原げ

ん

爆ば
く

実じ
っ

験け
ん

に
成せ

い

功こ
う

し
て
い
た

2019 年
ねん

10 月
がつ

20 日
か

版
ばん

ア
と
親し

ん

交こ
う

を
結む

す

び
、
昭

し
ょ
う

和わ

１
０
（
１
９
３
５
）
年ね

ん

に
日に

本ほ
ん

で

最さ
い

初し
ょ

の
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン(

核か
く

粒り
ゅ
う

子し

加か

速そ
く

装そ
う

置ち)

を
開か

い

発は
つ

し
て

い
る
。
昭

し
ょ
う

和わ

４
０
（
１
９
６
５
）
年ね

ん

に
ノ
ー
ベ
ル
物ぶ

つ

理り

学が
く

賞
し
ょ
う

を
受じ

ゅ

賞し
ょ
うし
た
朝と

も

永な
が

振し
ん

一い
ち

郎ろ
う

も
、
仁に

科し
な

の
門も

ん

下か

生せ
い

で
あ
る
。

　

仁に

科し
な

は
真し

ん

珠じ
ゅ

湾わ
ん

攻こ
う

撃げ
き

の
報ほ

う

に
接せ

っ

し
て
「
こ
の
国く

に

に
と
り
、
米べ

い

国こ
く

に
対た

い

し
て
戦せ

ん

争そ
う

に
突と

つ

入に
ゅ
うす
る
こ
と
ほ
ど
愚お

ろ

か
な
こ
と
は
な

い
」
と
言い

っ
て
い
た
が
、「
す
で
に
戦せ

ん

争そ
う

に
入は

い

っ
た
の
だ
か
ら
、

ど
う
し
よ
う
も
な
い
。･･･

い
か
な
る
場ば

合あ
い

に
お
い
て
も
、

我わ
れ

々わ
れ

は
祖そ

国こ
く

の
た
め
に
全ぜ

ん

力り
ょ
くを
尽つ

く
す
べ
き
だ
」
と
語か

た

っ
て
い

る
。[

２
， ｐ
６
６] 

　

陸り
く

軍ぐ
ん

の
原げ

ん

爆ば
く

開か
い

発は
つ

計け
い

画か
く

は
、
仁に

科し
な

の
名な

を
と
っ
て
、「
ニ
計け

い

画か
く

」
と
呼よ

ば
れ
た
が
、
空く

う

襲し
ゅ
うに
よ
る
研け

ん

究き
ゅ
う

開か
い

発は
つ

設せ
つ

備び

の
破は

壊か
い

な
ど
に
よ
り
、
昭

し
ょ
う

和わ

２
０
（
１
９
４
５
）
年ね

ん

春は
る

に
は
正せ

い

式し
き

に

中ち
ゅ
う

止し

さ
れ
た
。
そ
の
成せ

い

果か

を
引ひ

き
継つ

い
だ
の
が
、
そ
の
３
年ね

ん

前ま
え

に
本ほ

ん

格か
く

化か

し
て
い
た
海か

い

軍ぐ
ん

の
「
Ｆ
計け

い

画か
く

」
で
あ
っ
た
。
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
な
っ
た
京

き
ょ
う

都と

帝て
い

国こ
く

大だ
い

学が
く

の
荒あ

ら

勝か
つ

文ぶ
ん

策さ
く

も
、
ベ
ル
リ
ン
大だ

い

学が
く

で

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
下も

と

で
学ま

な

ん
で
い
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
フ
ラ
ン
ク
リ
ン・ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うに
書し

ょ

簡か
ん

を
送お

く

っ
て
、
原げ

ん

爆ば
く

開か
い

発は
つ

を
促う

な
が
し
て
い

た
。
開か

い

発は
つ

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
な
っ
た
人じ

ん

物ぶ
つ「
原げ

ん

爆ば
く

の
父ち

ち

」ロ
バ
ー
ト・オ
ッ

ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
は
ニ
ー
ル
ス
・
ボ
ー
ア
門も

ん

下か

の
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

学が
く

者し
ゃ

だ
っ
た
。
日に

ち

米べ
い

と
も
原げ

ん

爆ば
く

開か
い

発は
つ

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
核か

く

物ぶ
つ

理り

学が
く

を

学ま
な

ん
だ
人ひ

と

々び
と

に
よ
っ
て
主し

ゅ

導ど
う

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
Ｆ
計け

い

画か
く

」
で
空く

う

襲し
ゅ
うの
危き

険け
ん

に
晒さ

ら

さ
れ
て
い
た
日に

本ほ
ん

本ほ
ん

土ど

に

代か

わ
っ
て
、
原げ

ん

爆ば
く

開か
い

発は
つ

の
土と

地ち

に
選え

ら

ば
れ
た
の
が
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

北ほ
く

部ぶ

の
興フ

ン

南ナ
ム

で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
に
は
東と

う

洋よ
う

一い
ち
の
規き

模ぼ

と
さ
れ
た
日に

本ほ
ん

窒ち
っ

素そ

の
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

施し

設せ
つ

が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
鴨お

う

緑り
ょ
く

江こ
う

と
そ
の
支し

流り
ゅ
うに
設も

う

け
ら
れ

た
ダ
ム
に
よ
り
、
豊ほ

う

富ふ

な
電で

ん

力り
ょ
くが
供

き
ょ
う

給き
ゅ
うさ
れ
た
。
日に

本ほ
ん

本ほ
ん

土ど

の
全ぜ

ん

体た
い

の
発は

つ

電で
ん

能の
う

力り
ょ
くが
３
百

び
ゃ
く

万ま
ん

キ
ロ
ワ
ッ
ト
だ
っ
た
時と

き

に
、
こ

の
地ち

域い
き

だ
け
で
１
百

ひ
ゃ
く

万ま
ん

キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
電で

ん

力り
ょ
く

供き
ょ
う

給き
ゅ
うを
し
て
い

た
。
ま
た
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

北ほ
く

部ぶ

に
は
豊ほ

う

富ふ

な
鉱こ

う

物ぶ
つ

資し

源げ
ん

が
あ
り
、
ウ
ラ

ニ
ウ
ム
も
採さ

い

取し
ゅ

で
き
た
。

　

ト
ル
バ
の
後あ

と

で
、
日に

本ほ
ん

の
核か

く

開か
い

発は
つ

を
調

ち
ょ
う

査さ

し
た
も
う
一ひ

と
つ
の

機き

関か
ん

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

人じ
ん

物ぶ
つ

、
元も

と

空く
う

軍ぐ
ん

の
画が

像ぞ
う

分ぶ
ん

析せ
き

・
核か

く

兵へ
い

器き

検け
ん

知ち

の

専せ
ん

門も
ん

官か
ん

だ
っ
た
ド
ワ
イ
ト
・
ラ
イ
ダ
ー
は
、
現げ

ん

地ち

の
航こ

う

空く
う

写し
ゃ

真し
ん

で
、
日に

本ほ
ん

式し
き

の
Ｈ
型が

た

の
鉄て

っ

塔と
う

に
支し

持じ

さ
れ
た
６
万ま

ん

６
千せ

ん

ボ
ル

ト
の
高こ

う

圧あ
つ

送そ
う

電で
ん

線せ
ん

が
洞ど

う

窟く
つ

の
中な

か

に
引ひ

き
込こ

ま
れ
て
い
る
こ
と
を

発は
っ

見け
ん

し
た
。

　

そ
の
地ち

は
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

戦せ
ん

争そ
う

中ち
ゅ
うに
米べ

い

軍ぐ
ん

と
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

民み
ん

解か
い

放ほ
う

軍ぐ
ん

が
激げ

き

戦せ
ん

を
繰く

り
広ひ

ろ

げ
て
お
り
、
米べ

い

軍ぐ
ん

は
撤て

っ

退た
い

時じ

に
巨き

ょ

大だ
い

な
洞ど

う

窟く
つ

内な
い

の
武ぶ

器き

組く
み

立た
て

工こ
う

場じ
ょ
うを
発は

っ

見け
ん

し
て
い
た
。
内な

い

部ぶ

に
５
０
０
メ
ー

ト
ル
以い

上じ
ょ
うの
長な

が

い
ト
ン
ネ
ル
が
あ
る
こ
と
を
確か

く

認に
ん

し
て
お
り
、

そ
こ
に
は
「
放ほ

う

射し
ゃ

能の
う

に
注

ち
ゅ
う

意い

」
と
い
う
警け

い

告こ
く

が
貼は

ら
れ
て
い
た
。

　

近ち
か

く
の
清

チ
ョ
ン

津ジ
ン

は
日に

本ほ
ん

の
主し

ゅ

要よ
う

な
軍ぐ

ん

事じ

基き

地ち

で
あ
り
、
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

の
鉱こ

う

山ざ
ん

と
と
も
に
「
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
鉄て

つ

と
鉄て

っ

鋼こ
う

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

地ち

」
だ
っ
た
。

ラ
イ
ダ
ー
は
こ
う
述の

べ
て
い
る
。

　

第だ
い

二に

次じ

大た
い

戦せ
ん

中ち
ゅ
う、
清

チ
ョ
ン

津ジ
ン

の
み
で
、
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
の
濃の

う

縮し
ゅ
く、

先せ
ん

進し
ん

的て
き

な
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
の
製せ

い

粉ふ
ん

設せ
つ

備び

、
電で

ん

池ち

、
原げ

ん

子し

炉ろ

な
ど

の
建け

ん

設せ
つ

に
必ひ

つ

要よ
う

な
、
す
べ
て
の
施し

設せ
つ

、
設せ

つ

備び

と
能の

う

力り
ょ
くを
持も

っ

て
い
た
。
清

チ
ョ
ン

津ジ
ン

は
そ
れ
ら
の
業

ぎ
ょ
う

務む

に
必ひ

つ

要よ
う

と
さ
れ
た
、
鉄て

っ

鋼こ
う

、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
電で

ん

子し

装そ
う

置ち

、
電で

ん

力り
ょ
くを
保ほ

有ゆ
う

し
て
い
た
。[

２
， 

ｐ
１
８
４]

　

昭
し
ょ
う

和わ

２
０
（
１
９
４
５
）
年ね

ん

８
月が

つ

６
日か

、
米べ

い

国こ
く

は
広ひ

ろ

島し
ま

に

原げ
ん

爆ば
く

を
投と

う

下か

し
、
一い

っ

般ぱ
ん

市し

民み
ん

も
含ふ

く

め
た
無む

差さ

別べ
つ

大た
い

量り
ょ
う

虐ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

を
行

お
こ
な
っ
た
。
９
日か

に
は
長な

が

崎さ
き

に
も
投と

う

下か

。
日に

本ほ
ん

の
原げ

ん

爆ば
く

実じ
っ

験け
ん

は

そ
の
３
日か

後ご

の
１
２
日に

ち

だ
っ
た
。
米べ

い

軍ぐ
ん

に
も
た
ら
さ
れ
た
、
あ

る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
証

し
ょ
う

言げ
ん

は
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

　
８
月が

つ

１
２
日に

ち

の
明あ

け
方が

た

、
ロ
ボ
ッ
ト
式し

き

（
弊へ

い

誌し

注ち
ゅ
う

：
無む

人じ
ん

と
い
う
意い

味み

だ
ろ
う
）
の
ボ
ー
ト
が
ポ
ン
ポ
ン
と
音お

と

を
立た

て
錨

い
か
り

の
周ま

わ

り
の
船ふ

ね

の
間あ

い
だを
抜ぬ

け
て
、小こ

島じ
ま

に
達た

っ

し
た
。ボ
ー
ト
に
の
っ

て
い
た
の
は
「
原げ

ん

子し

爆ば
く

弾だ
ん

」
だ
っ
た
。・
・
・

　
日に

本ほ
ん

が
あ
る
、
東ひ

が
しの
方ほ

う

が
明あ

か

る
く
な
り
、
ま
す
ま
す
輝か

が
や
き

を
増ま

し
た
。
そ
の
瞬

し
ゅ
ん

間か
ん

、
海う

み

の
向む

こ
う
に
太た

い

陽よ
う

は
顔か

お

を
覗の

ぞ

か

せ
て
い
た
も
の
の
、
爆ば

く

発は
つ

的て
き

閃せ
ん

光こ
う

が
投と

う

錨び
ょ
う

地ち

に
照て

り
輝か

が
や
き
、

溶よ
う

接せ
つ

工こ
う

用よ
う

の
め
が
ね
を
か
け
て
い
た
観か

ん

察さ
つ

者し
ゃ

が
盲も

う

目も
く

に
な
っ

た
。
火か

球き
ゅ
うの
直

ち
ょ
っ

径け
い

は
１
，
０
０
０
ヤ
ー
ド
（
弊へ

い

誌し

注ち
ゅ
う

：
約や

く

９
０
０
メ
ー
ト
ル
）
と
見み

積つ

も
ら
れ
た
。
様さ

ま

々ざ
ま

の
色い

ろ

を
し
た

蒸じ
ょ
う

気き

雲ぐ
も

が
天て

ん

空く
う

に
立た

ち
上あ

が

り
、
成せ

い

層そ
う

圏け
ん

に
ま
で
達た

っ

す
る
き
の

こ
雲ぐ

も

に
な
っ
た
。

　
激は

げ

し
い
水み

ず

と
蒸

じ
ょ
う

気き

に
よ
り
か
き
回ま

わ

さ
れ
、
爆ば

く

発は
つ

点て
ん

の
真ま

下し
た

に
あ
っ
た
船ふ

ね

は
見み

え
な
く
な
っ
た
。
錨い

か
りの
周ま

わ

り
の
外が

い

周し
ゅ
うに
い
た

船ふ
ね

や
ジ
ャ
ン
ク
は
激は

げ

し
く
燃も

え
上あ

が
っ
た
。
大た

い

気き

が
わ
ず
か
に

晴は

れ
渡わ

た

っ
た
と
き
、
観か

ん

測そ
く

者し
ゃ

た
ち
は
５
～
６
隻せ

き

の
艦か

ん

艇て
い

が
消き

え
て
無な

く
な
っ
て
い
る
の
に
気き

付づ

い
た
。[

２
， ｐ
４
３]

　
こ
の
「
爆ば

く

発は
つ

」
が
核か

く

爆ば
く

発は
つ

で
は
な
く
、通つ

う

常じ
ょ
うの
火か

薬や
く

か
ジ
ェッ

ト
燃ね

ん

料り
ょ
うの
爆ば

く

発は
つ

だ
っ
た
と
い
う
見み

方か
た

が
あ
る
。
核か

く

爆ば
く

弾だ
ん

な
ら
火か

球き
ゅ
うの
半は

ん

径け
い

よ
り
も
、
破は

壊か
い

半は
ん

径け
い

の
方ほ

う

が
広ひ

ろ

い
は
ず
な
の
に
、
ほ

ぼ
同お

な

じ
大お

お

き
さ
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
理り

由ゆ
う

と
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
翌よ

く

年と
し

ビ
キ
ニ
環か

ん

礁し
ょ
うで
行お

こ
なわ
れ
た
世せ

界か
い

最さ
い

初し
ょ

の

浅せ
ん

海か
い

で
の
核か

く

爆ば
く

発は
つ

実じ
っ

験け
ん

で
は
、
火ひ

の
玉た

ま

は
す
ぐ
に
消き

え
、
水す

い

蒸じ
ょ
う

気き

に
よ
る
凝

ぎ
ょ
う

縮し
ゅ
く

雲ぐ
も

が
で
き
た
。
興フ

ン

南ナ
ム

の
実じ

っ

験け
ん

で
は
、
こ
の

凝ぎ
ょ
う

縮し
ゅ
く

雲ぐ
も

を
火ひ

の
玉た

ま

と
誤ご

認に
ん

し
た
と
す
る
と
、
１
，
０
０
０

ヤ
ー
ド
と
い
う
直

ち
ょ
っ

径け
い

は
過か

大だ
い

だ
っ
た
と
は
言い

え
な
い
。

　

ま
た
ビ
キ
ニ
環か

ん

礁し
ょ
うの
実じ

っ

験け
ん

で
は
、
爆ば

く

発は
つ

で
巻ま

き
上あ

げ
ら
れ

た
水み

ず

と
珊さ

ん

瑚ご

礁し
ょ
うが
水す

い

面め
ん

に
落ら

っ

下か

し
て
、
キ
ノ
コ
雲ぐ

も

の
円え

ん

柱ち
ゅ
う

底て
い

部ぶ

を
覆お

お

う
巨き

ょ

大だ
い

な
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝た

き

の
よ
う
な
現げ

ん

象し
ょ
うが
確か

く

認に
ん

さ
れ
た
。興フ

ン

南ナ
ム

の
実じ

っ

験け
ん

で
も
同ど

う

様よ
う

の
現げ

ん

象し
ょ
うが
言げ

ん

及き
ゅ
うさ
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
米べ

い

側が
わ

が
ビ
キ
ニ
環か

ん

礁し
ょ
うで
初は

じ

め
て
知し

っ
た
浅せ

ん

海か
い

で

の
爆ば

く

発は
つ

現げ
ん

象し
ょ
うが
、
そ
の
前ま

え

の
興フ

ン

南ナ
ム

の
実じ

っ

験け
ん

で
伝つ

た

え
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
興フ

ン

南ナ
ム

の
実じ

っ

験け
ん

が
作つ

く

り
話ば

な
しで
は
な
い
事こ

と

を
示し

め

す
有ゆ

う

力り
ょ
くな
根こ

ん

拠き
ょ

で
あ
る
。

　
こ
の
３
日か

後ご

の
８
月が

つ

１
５
日に

ち

に
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

が
「
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

の
詔

し
ょ
う

書し
ょ

」
を
発は

っ

せ
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
原げ

ん

爆ば
く

を
「
残ざ

ん

虐ぎ
ゃ
くナ
ル
爆ば

く

弾だ
ん

」

と
し
て
非ひ

難な
ん

さ
れ
て
い
る
が
、
実じ

つ

は
そ
の
後ご

に
謎な

ぞ

の
一い

っ

節せ
つ

が
続つ

づ

く
。
詔

し
ょ
う

書し
ょ

の
こ
の
部ぶ

分ぶ
ん

は
以い

下か

の
如ご

と

く
で
あ
る
。

　
敵て

き

ハ
新し

ん

ニ
残ざ

ん

虐ぎ
ゃ
くナ
ル
爆ば

く

弾だ
ん

ヲ
使し

用よ
う

シ
テ　
頻し

き
りニ
無む

辜こ

ヲ
殺さ

っ

傷し
ょ
うシ
惨さ

ん

害が
い

ノ
及お

よ

フ
（
ぶ
）
所と

こ
ろ　
真ま

こ
とニ
測は

か

ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ニ
至い

た

ル　

而し
か

モ
尚な

お

交こ
う

戦せ
ん

ヲ
継け

い

続ぞ
く

セ
ム
カ　
終つ

い

ニ
我わ

カ
民み

ん

族ぞ
く

ノ
滅め

つ

亡ぼ
う

ヲ
招

し
ょ
う

来ら
い

ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス　
延ひ

い

テ
人じ

ん

類る
い

ノ
文ぶ

ん

明め
い

ヲ
モ
破は

却き
ゃ
くス
ヘ
シ
。

（
現げ

ん

代だ
い

語ご

訳や
く

）
敵て

き

は
新あ

ら

た
に
残ざ

ん

虐ぎ
ゃ
くな
爆ば

く

弾だ
ん

を
使し

用よ
う

し
て
、
多お

お

く
の
罪つ

み

な
き
民た

み

を
殺さ

っ

傷し
ょ
うし
て
お
り
、
惨さ

ん

害が
い

が
ど
こ
ま
で
及お

よ

ぶ

か
は
実じ

つ

に
測は

か

り
知し

れ
な
い
事じ

態た
い

と
な
っ
た
。
し
か
も
な
お
交こ

う

戦せ
ん

を
続つ

づ

け
れ
ば
、
我わ

が
民み

ん

族ぞ
く

の
滅め

つ

亡ぼ
う

を
き
た
す
の
み
な
ら
ず
、

ひ
い
て
は
人じ

ん

類る
い

の
文ぶ

ん

明め
い

を
も
破は

滅め
つ

さ
せ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
だ
け
が
原げ

ん

爆ば
く

を
持も

っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
こ
れ
以い

上じ
ょ
う

戦た
た
かう
こ
と
に
よ
っ
て
、「
我わ

が
民み

ん

族ぞ
く

の
滅め

つ

亡ぼ
う

を
き
た
す
」
の

は
分わ

か
る
が
、
そ
れ
が
な
ぜ
「
人じ

ん

類る
い

の
文ぶ

ん

明め
い

を
も
破は

滅め
つ

さ
せ

る
」事こ

と

に
な
る
の
か
。日に

本ほ
ん

も
原げ

ん

爆ば
く

を
持も

っ
て
い
た
事こ

と

を
知し

っ
て
、

は
じ
め
て
そ
の
意い

味み

が
明あ

き

ら
か
に
な
る
。

　

終
し
ゅ
う

戦せ
ん

の
ほ
ぼ
一い

ち

年ね
ん

前ま
え

、
昭

し
ょ
う

和わ

１
９
（
１
９
４
４
）
年ね

ん

夏な
つ

、

陸り
く

軍ぐ
ん

の
「
ニ
計け

い

画か
く

」
を
統と

う

括か
つ

す
る
杉す

ぎ

山や
ま

元げ
ん

・
参さ

ん

謀ぼ
う

総そ
う

長ち
ょ
うが
東と

う

條じ
ょ
う

英ひ
で

機き

総そ
う

理り

大だ
い

臣じ
ん

と
と
も
に
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

に
拝は

い

謁え
つ

し
た
。
杉す

ぎ

山や
ま

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるよう
な話

はなし

を毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より
多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に
興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

な
どに記

き

事
じ

を紹
しょうかい

介してください。            
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

日に

本ほ
ん

の
原げ

ん

爆ば
く

実じ
っ

験け
ん

成せ
い

功こ
う

は

　
　
　
　
　
　

   

現げ
ん

代だ
い

の
我わ

れ

々わ
れ

に
と
っ
て
、
何な

に

を
意い

味み

す
る
の
か
？

（３） ２０２０年第５４１９号 	 ２月	 １日	（土曜日）

元げ
ん

帥す
い

が
後あ

と

に
あ
る
友ゆ

う

人じ
ん

に
語か

た

っ
た
所と

こ
ろに
よ
れ
ば
、
こ
う
い
う
内な

い

容よ
う

だ
っ
た
。

　

二ふ
た

人り

が
天て

ん

皇の
う

に
説せ

つ

明め
い

し
た
の
は
、（
１
）
世せ

界か
い

の
い
く
つ
か

の
主し

ゅ

要よ
う

国こ
く

が
原げ

ん

爆ば
く

開か
い

発は
つ

を
進す

す

め
て
い
る
、（
２
）
日に

本ほ
ん

も
開か

い

発は
つ

し
て
き
て
、
よ
う
や
く
完か

ん

成せ
い

が
見み

え
て
き
た
、（
３
）
完か

ん

成せ
い

し

た
ら
、
ま
ず
ハ
ワ
イ
に
投と

う

下か

し
て
、
戦せ

ん

局き
ょ
くを
一い

っ

気き

に
挽ば

ん

回か
い

で
き

る
、
と
い
う
内な

い

容よ
う

だ
っ
た
。

　

杉す
ぎ

山や
ま

元げ
ん

帥す
い

は
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

が
お
喜よ

ろ
こ
び
に
な
る
も
の
と
信し

ん

じ
て

奏そ
う

上じ
ょ
うし
た
の
だ
が
、
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

は
静し

ず

か
に
、
し
か
し
力

ち
か
ら

強づ
よ

く
、

こ
う
答こ

た

え
ら
れ
た
。「
自じ

分ぶ
ん

は
そ
れ
に
反は

ん

対た
い

で
あ
る
」。
そ
し
て
、

そ
の
理り

由ゆ
う

を
次つ

ぎ

の
よ
う
に
説せ

つ

明め
い

さ
れ
た
。

　

数す
う

カ
国こ

く

が
そ
の
新し

ん

兵へ
い

器き

開か
い

発は
つ

を
競き

そ

っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
日に

本ほ
ん

が
最さ

い

初し
ょ

に
完か

ん

成せ
い

し
使し

用よ
う

す
れ
ば
、
他た

国こ
く

も
全ぜ

ん

力
り
ょ
く

を
傾け

い

注ち
ゅ
うし
て
完か

ん

成せ
い

さ
せ
使つ

か
っ
て
く
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
か

ら
、
全ぜ

ん

人じ
ん

類る
い

を
滅め

つ

亡ぼ
う

さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
れ
で
は
、
人じ

ん

類る
い

絶ぜ
つ

滅め
つ

の
悪あ

く

の
宗そ

う

家け

に
日に

本ほ
ん

が
な
る
で
は

な
い
か
。

　
ま
た
ハ
ワ
イ
に
投と

う

下か

す
る
計け

い

画か
く

と
の
こ
と
だ
が
、
ハ
ワ
イ
に

は
、
日に

本ほ
ん

の
同ど

う

胞ほ
う

が
多た

数す
う

移い

住じ
ゅ
うし
、
現げ

ん

地ち

民み
ん

と
と
も
に
苦く

労ろ
う

し
今こ

ん

日に
ち

を
築き

ず

き
あ
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場ば

所し
ょ

に
新し

ん

兵へ
い

器き

を
使し

用よ
う

す
る
こ
と
に
は
賛さ

ん

成せ
い

し
か
ね
る
。[

３
， ｐ

２
０
８]

　

昭
し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

は
仁に

科し
な

博は
か

士せ

の
研け

ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

を
訪ほ

う

問も
ん

さ
れ
た
こ
と
が

あ
り
、
そ
の
際さ

い

に
原げ

ん

爆ば
く

の
放ほ

う

射し
ゃ

能の
う

も
含ふ

く

め
た
恐お

そ

ろ
し
さ
を
聞き

か
れ
て
い
た
可か

能の
う

性せ
い

が
あ
る
。[

３
， ｐ
１
１
７]

　

杉す
ぎ

山や
ま

元げ
ん

帥す
い

は
恐

き
ょ
う

懼く

し
た
も
の
の
「
勝か

つ
に
は
ど
う
し
て
も
原げ

ん

爆ば
く

が
必ひ

つ

要よ
う

だ
」
と
考か

ん
が
え
て
、
秘ひ

密み
つ

の
う
ち
に
開か

い

発は
つ

を
続つ

づ

け
さ

せ
た
。
し
か
し
「
原げ

ん

爆ば
く

を
積つ

む
ロ
ケ
ッ
ト
」
の
燃ね

ん

料り
ょ
う

製せ
い

造ぞ
う

工こ
う

程て
い

で
誤ご

爆ば
く

事じ

故こ

が
起お

き
、
陛へ

い

下か

の
知し

ら
れ
る
所と

こ
ろと
な
っ
た
。
杉す

ぎ

山や
ま

は
こ
う
語か

た

っ
て
い
る
。

　

陛へ
い

下か

は
私わ

た
し
（
杉す

ぎ

山や
ま

）
を
呼よ

ば
れ
、「
ま
だ
や
っ
て
い
た
の
か
」

と
強つ

よ

く
戒い

ま
し
め
ら
れ
た
。「
ま
こ
と
に
面め

ん

目ぼ
く

な
い
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
以い

上じ
ょ
う

続つ
づ

け
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
」。
そ
し
て
か
く

も
天て

ん

皇の
う

の
心こ

こ
ろ
を
煩わ

ず
ら
わ
せ
た
責せ

き

任に
ん

を
と
っ
て
、
日に

本ほ
ん

が
勝か

っ
て
も

負ま

け
て
も
「
自じ

決け
つ

し
て
陛へ

い

下か

に
お
詫わ

び
す
る
」
と
友ゆ

う

人じ
ん

に
語か

た

っ

た
そ
う
だ
。
そ
の
言こ

と

葉ば

通ど
お

り
、
杉す

ぎ

山や
ま

元げ
ん

帥す
い

は
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

後ご

、
自じ

決け
つ

を
遂と

げ
た
。

　

陸り
く

軍ぐ
ん

の「
ニ
計け

い

画か
く

」が
中

ち
ゅ
う

止し

と
な
っ
た
の
は
、こ
れ
が
原げ

ん

因い
ん

だ
っ

た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
海か

い

軍ぐ
ん

は
「
Ｆ
計け

い

画か
く

」
で
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

北ほ
く

部ぶ

で

の
開か

い

発は
つ

を
続つ

づ

け
、
爆ば

く

発は
つ

実じ
っ

験け
ん

成せ
い

功こ
う

ま
で
こ
ぎ
着つ

け
た
。
海か

い

軍ぐ
ん

は
原げ

ん

爆ば
く

を
特と

っ

攻こ
う

機き

に
乗の

せ
て
、
日に

本ほ
ん

近き
ん

海か
い

の
米べ

い

艦か
ん

隊た
い

を
撃げ

き

滅め
つ

す
る
計け

い

画か
く

を
立た

て
て
い
た
。
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

の
御ご

聖せ
い

断だ
ん

が
遅お

く

れ
て
、
こ
れ

が
実じ

つ

現げ
ん

し
て
い
た
ら
、
米べ

い

軍ぐ
ん

は
さ
ら
に
何な

ん

発ぱ
つ

も
の
原げ

ん

爆ば
く

を
投と

う

下か

し
て
、
日に

ち

米べ
い

間か
ん

で
本ほ

ん

格か
く

的て
き

な
核か

く

戦せ
ん

争そ
う

が
始は

じ

ま
っ
て
い
た
か
も

知し

れ
な
い
。

　

昭
し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

が
「
我わ

が
民み

ん

族ぞ
く

の
滅め

つ

亡ぼ
う

を
き
た
す
の
み
な
ら
ず
、

ひ
い
て
は
人じ

ん

類る
い

の
文ぶ

ん

明め
い

を
も
破は

滅め
つ

さ
せ
る
」
と
危き

惧ぐ

さ
れ
た
の

は
、
こ
う
い
う
事じ

態た
い

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

の
御ご

聖せ
い

断だ
ん

は
、

１
．
米べ

い

政せ
い

府ふ

の
機き

密み
つ

文ぶ
ん

書し
ょ

か
ら
明あ

き

ら
か

　
　

 

に
な
っ
た
日に

本ほ
ん

の
原げ

ん

爆ば
く

開か
い

発は
つ

成せ
い

功こ
う

２
．
日に

本ほ
ん

の
核か

く

物ぶ
つ

理り

学が
く

者し
ゃ

た
ち
の
研け

ん

究き
ゅ
う

は

　
　
「
米べ

い

側が
わ

と
並な

ら

ん
で
走は

し

っ
て
い
た
」

こ
う
い
う
事じ

態た
い

を
防ふ

せ

い
だ
の
で
あ
る
。

　

米べ
い

国こ
く

の
核か

く

開か
い

発は
つ

を
行

お
こ
な

っ
て
い
る
ロ
ス
・
ア
ラ
モ
ス
研け

ん

究き
ゅ
う

所じ
ょ

に
は
数す

う

人に
ん

の
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

が
お
り
、
彼か

れ

ら
は
ソ
連れ

ん

に
核か

く

開か
い

発は
つ

の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
伝つ

た

え
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
ス
タ
ー
リ
ン
は

１
９
４
３
年ね

ん

に
核か

く

開か
い

発は
つ

を
開か

い

始し

さ
せ
た
。
ド
イ
ツ
が
敗は

い

北ぼ
く

し

た
後あ

と

、
ソ
連れ

ん

は
核か

く

開か
い

発は
つ

の
研け

ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

か
ら
数す

う

人に
ん

の
核か

く

科か

学が
く

者し
ゃ

と

設せ
つ

備び

を
奪う

ば

っ
た
。

　

ソ
連れ

ん

の
対た

い

日に
ち

侵し
ん

攻こ
う

は
、
長な

が

崎さ
き

へ
の
原げ

ん

爆ば
く

攻こ
う

撃げ
き

と
同ど

う

日じ
つ

、

１
９
４
５
（
昭

し
ょ
う

和わ

２
０
）
年ね

ん

８
月が

つ

９
日か

に
始は

じ

ま
っ
た
。
そ
の

日ひ

の
う
ち
に
、
ソ
連れ

ん

軍ぐ
ん

の
歩ほ

兵へ
い

、
空く

う

挺て
い

部ぶ

隊た
い

、
海か

い

軍ぐ
ん

艦か
ん

艇て
い

は

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

の
北ほ

く

端た
ん

部ぶ

に
殺さ

っ

到と
う

し
た
。
ソ
連れ

ん

は
日に

本ほ
ん

の
原げ

ん

爆ば
く

開か
い

発は
つ

を
知し

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

米べ
い

軍ぐ
ん

の
把は

握あ
く

し
た
情

じ
ょ
う

報ほ
う

に
よ
れ
ば
、
こ
の
一い

っ

帯た
い

に
は
多お

お

く
の

日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

の
駐

ち
ゅ
う

屯と
ん

地ち

が
配は

い

置ち

さ
れ
、
そ
れ
ら
の
部ぶ

隊た
い

は
降こ

う

伏ふ
く

せ

ず
に
、侵し

ん

入に
ゅ
うし
て
き
た
ソ
連れ

ん

軍ぐ
ん

と
激げ

き

戦せ
ん

を
展て

ん

開か
い

し
た
、と
い
う
。

し
か
し
、
１
１
月が

つ

に
は
ソ
連れ

ん

軍ぐ
ん

は
核か

く

施し

設せ
つ

を
奪だ

っ

取し
ゅ

し
た
。
こ

う
し
て
、
ソ
連れ

ん

は
日に

本ほ
ん

の
核か

く

開か
い

発は
つ

設せ
つ

備び

や
原げ

ん

材ざ
い

料り
ょ
うを
入

に
ゅ
う

手し
ゅ

し
、

何な
ん

人に
ん

か
の
科か

学が
く

者し
ゃ

を
拉ら

致ち

し
た
。
非ひ

協き
ょ
う

力り
ょ
く

的て
き

な
者も

の

は
拷ご

う

問も
ん

さ
れ
て
、
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
強

き
ょ
う

要よ
う

さ
れ
た
。

　
ソ
連れ

ん

は
興フ

ン

南ナ
ム

の
核か

く

施し

設せ
つ

を
用も

ち

い
て
、
原げ

ん

爆ば
く

の
材ざ

い

料り
ょ
うの
製せ

い

造ぞ
う

に

使し

用よ
う

し
て
い
た
。
ソ
連れ

ん

が
最さ

い

初し
ょ

の
原げ

ん

爆ば
く

実じ
っ

験け
ん

に
成せ

い

功こ
う

し
た
の
は

１
９
４
９
年ね

ん

８
月が

つ

と
さ
れ
て
い
る
。
米べ

い

国こ
く

は
ソ
連れ

ん

が
１
０
年ね

ん

は
か
か
る
と
見み

て
い
た
が
、
戦せ

ん

後ご

わ
ず
か
４
年ね

ん

で
成せ

い

功こ
う

に
こ
ぎ

着つ

け
た
の
は
、
日に

本ほ
ん

の
核か

く

施し

設せ
つ

と
科か

学が
く

者し
ゃ

を
奪う

ば

っ
た
か
ら
だ
と

考か
ん
がえ
ら
れ
て
い
る
。

　

現げ
ん

代だ
い

に
お
い
て
、
日に

本ほ
ん

が
原げ

ん

爆ば
く

実じ
っ

験け
ん

に
成せ

い

功こ
う

し
て
い
た
史し

実じ
つ

を
明あ

き

ら
か
に
す
る
意い

義ぎ

は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
ま
ず
、

そ
れ
は
今い

ま

の
日に

本ほ
ん

が
核か

く

兵へ
い

器き

を
作つ

く

ろ
う
と
思お

も

え
ば
、
す
ぐ
に

で
も
作つ

く

れ
る
、
と
い
う
潜せ

ん

在ざ
い

能の
う

力り
ょ
くの
裏う

ら

付づ

け
と
な
る
。

　

２
０
０
４
年ね

ん

に
米べ

い

国こ
く

科か

学が
く

者し
ゃ

連れ
ん

盟め
い

は
、
日に

本ほ
ん

な
ら
核か

く

実じ
っ

験け
ん

な
し
で
も
「
一い

ち

年ね
ん

以い

内な
い

に
」
核か

く

兵へ
い

器き

を
保ほ

有ゆ
う

で
き
る
と
の
見み

積つ

も
り
を
出だ

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
専せ

ん

門も
ん

家か

に
よ
る
予よ

測そ
く

で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
信し

ん

じ
な
い
国く

に

も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
そ
の
予よ

測そ
く

が
、
過か

去こ

に
原げ

ん

爆ば
く

実じ
っ

験け
ん

を
成せ

い

功こ
う

さ
せ
た

「
実じ

っ

績せ
き

」
に
裏う

ら

付づ

け
ら
れ
た
場ば

合あ
い

、
他た

国こ
く

か
ら
の
核か

く

恫ど
う

喝か
つ

に

対た
い

す
る
、よ
り
明め

い

確か
く

な
抑よ

く

止し

力り
ょ
くに
な
る
。
核か

く

で
脅お

び
やか
さ
れ
た
ら
、

１
年ね

ん

以い

内な
い

に
も
っ
と
大た

い

量り
ょ
うの
核か

く

で
反は

ん

撃げ
き

で
き
る
の
だ
ぞ
、
と
い

う
抑よ

く

止し

で
あ
る
。

　

も
う
一ひ

とつ
は
、
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

が
「
人じ

ん

類る
い

の
文ぶ

ん

明め
い

を
も
破は

滅め
つ

さ
せ

る
」
と
し
て
、
核か

く

兵へ
い

器き

競き
ょ
う

争そ
う

に
反は

ん

対た
い

さ
れ
た
こ
と
の
意い

義ぎ

で

あ
る
。
原げ

ん

爆ば
く

実じ
っ

験け
ん

に
成せ

い

功こ
う

す
る
力ち

か
ら
を
持も

ち
な
が
ら
も
、
人じ

ん

類る
い

の
文ぶ

ん

明め
い

の
た
め
に
放ほ

う

棄き

し
た
と
い
う
事こ

と

は
、
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

に
お
け

る
我わ

が
国く

に

の
道ど

う

徳と
く

的て
き

地ち

位い

を
飛ひ

躍や
く

的て
き

に
高た

か

め
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
単た

ん

に
「
唯ゆ

い

一い
つの
被ひ

爆ば
く

国こ
く

」
と
い
う
被ひ

害が
い

者し
ゃ

意い

識し
き

よ
り
も
、

は
る
か
に
崇す

う

高こ
う

か
つ
能の

う

動ど
う

的て
き

な
「
和わ

の
国く

に

」
ら
し
さ[

ｄ]

を

世せ

界か
い

に
示し

め

す
こ
と
に
な
ろ
う
。
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Primeiro-ministro do Japão 
ordena medidas necessárias 
para combater coronavírus

Polícia de Okinawa diz 
que não houve conduta 
criminosa em incêndio que 
destruiu Castelo de Shuri

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Coronavírus (31/01/2020)

Castelo de Shuri (30/01/2020)

O primeiro-ministro do 
Japão, Shinzo Abe, cha-
mou a propagação do co-
ronavírus de uma crise 
sem precedentes, e disse 
a uma força-tarefa do go-
verno que não hesite em 
tomar as medidas necessá-

A polícia da província de 
Okinawa, no sul do Japão, 
afirmou que não descobriu 
sinais de conduta crimi-
nosa em um incêndio que 
destruiu os edifícios prin-
cipais do Castelo de Shuri, 
na cidade de Naha, em ou-
tubro do ano passado.
As autoridades policiais 

rias contra o contágio.
Abe deu essas instruções 
numa reunião realizada na 
sexta-feira pela força-tare-
fa criada para lidar com a 
situação.
O primeiro-ministro japo-
nês disse que o governo 
vai incrementar drastica-

analisaram imagens de câ-
meras de segurança, mas 
não descobriram quaisquer 
sinais de incêndio crimi-
noso ou de outras ativida-
des ilegais.
Segundo a polícia, é alta-
mente provável que o fogo 
tenha sido causado por 
uma falha elétrica, mas 

mente várias medidas com 
um forte senso de crise à 
medida que a doença se 
espalha por todo o mundo, 
criando uma situação de 
emergência.
Abe disse que, no sábado, 
o governo vai dar início a 
procedimentos que permi-

não conseguiu especificar 
o que seria.
Investigadores examina-
ram um painel de distri-
buição elétrica carboni-
zado recuperado do andar 
térreo do edifício Seiden, 
além de 46 cabos elétricos 
que apresentavam sinais 
de curto-circuito.

tem controles mais rígi-
dos de imigração e outras 
medidas para evitar uma 
maior propagação do co-
ronavírus.
Inicialmente estas me-
didas só teriam início na 
sexta-feira seguinte, dia 7 
de fevereiro.

Contudo, a polícia dis-
se que as evidências não 
eram suficientes para de-
terminar a causa.
As autoridades policiais 
relataram as descobertas 
ao governo provincial de 
Okinawa e deram as inves-
tigações por encerradas.

Promotores de Tóquio obtém novo 
mandado de prisão contra Carlos 
Ghosn

Preso, ex-funcionário da Softbank 
acusado de roubar documentos da 
empresa fala sobre elo com russos

Agência da Casa Imperial do Japão 
informa que Imperador Emérito 
Akihito desmaiou na quarta-feira

Carlos Ghosn (30/01/2020)

Softbank (26/01/2020)

Casa Imperial (30/01/2020)

Promotores de Tóquio 
obtiveram um novo man-
dado de prisão contra o ex
-presidente do conselho de 
administração da Nissan 
Motor, Carlos Ghosn, por 
suspeita de violação da lei 
de controle de imigração.
Promotores dizem que 
Ghosn deixou ilegalmente 

Um ex-funcionário da 
Softbank Corporation que 
foi preso por roubar infor-
mações confidenciais da 
companhia admitiu que 
recebeu dinheiro de russos 
para cometer o delito, se-
gundo a polícia.
Yutaka Araki, de 48 anos, 
teria acessado ilicitamen-
te um servidor da gigante 
japonesa de telecom em 
fevereiro de 2019 para 

A Agência da Casa Im-
perial do Japão disse que o 
Imperador Emérito Akihito 
desmaiou na tarde de quar-
ta-feira.
Funcionários da agência 
informam que o Imperador 

o Japão em um jato parti-
cular na noite de 29 de de-
zembro sem passar pelos 
procedimentos de saída do 
país. Ele voou do Aeropor-
to Internacional de Kansai, 
no oeste do Japão, para o 
Líbano via Turquia.
O ex-titã da indústria au-
tomobilística estava solto 
sob fiança após ter sido 
denunciado por suspeita 
de irregularidades finan-

roubar os documentos. Ele 
foi preso em Tóquio no sá-
bado (25) acusado de vio-
lar uma lei de prevenção à 
concorrência desleal entre 
companhias.
Araki disse à polícia que 
repassou o conteúdo para 
uma pessoa na casa dos 50 
anos que trabalhava para 
a Representação Comer-
cial da Rússia no Japão. 
Segundo investigadores, 
o acusado encontrou-se 

Emérito de 86 anos de ida-
de caiu em sua residência 
no complexo do Palácio 
Imperial.
Os funcionários dizem que 
ele passou por exames mé-
dicos no Hospital da Casa 
Imperial na quinta-feira de 

Sapporo vai se candidatar para 
sediar Olimpíada de Inverno 
de 2030

Distrito de Shibuya em Tóquio 
vai oferecer tecnologia digital 
para visitantes

Primeira cirurgia de coração 
utilizando células iPS é 
realizada no Japão

Olimpíada de Inverno (30/01/2020)

Tecnologia (28/01/2020)

Células iPS (28/01/2020)

O Comitê Olímpico Ja-
ponês decidiu nomear ofi-
cialmente Sapporo como 
a cidade candidata do país 
para sediar os Jogos Olím-
picos e Paralímpicos de In-
verno de 2030.
A decisão foi tomada em 
uma reunião, na quarta-fei-
ra, em Tóquio. Localizada 
na província de Hokkaido, 
no norte do Japão, Sappo-
ro era a única municipali-

O distrito de Shibuya em 
Tóquio está lançando uma 
série de tecnologias digi-
tais para ajudar visitantes 
a aproveitarem mais sua 
experiência no local.
Autoridades do distrito 
informam que estão traba-
lhando com a Google para 
criar panfletos que incluem 
códigos de barra digitais. 
Eles conectarão o usuário 
a mapas e outras informa-
ções úteis sobre pontos tu-
rísticos, restaurantes e lo-
cais para armazenamento 
de bagagem.
O distrito também vai ins-

Um grupo de pesquisa-
dores japoneses anunciou 
que conduziu uma cirurgia 
de coração utilizando ca-
madas de células de mús-
culo cardíaco feitas a partir 
de células-tronco pluripo-
tentes, ou células iPS.
As células iPS são criadas 
a partir de células humanas 
reprogramadas e podem se 
desenvolver tornando-se 
diversos tipos de tecido 
corporal.
A equipe faz parte da Uni-
versidade de Osaka e é 
liderada pelo professor 
Yoshiki Sawa. O seu obje-
tivo é estabelecer um trata-
mento para pacientes com 
doenças cardíacas graves 
através da restauração das 
funções do coração. A ci-
rurgia desenvolvida pela 
equipe envolve colocar ca-
madas de células de mús-
culo cardíaco desenvolvi-

dade do país a expressar 
interesse oficial em sediar 
os Jogos.
O Comitê Olímpico Japo-
nês deve notificar a deci-
são ao Comitê Olímpico 
Internacional (COI) sobre 
sua participação no pro-
cesso de seleção.
As cidades de Salt Lake 
City, nos Estados Unidos, e 
Barcelona, na Espanha, tam-
bém manifestaram interesse 
em sediar os Jogos Olímpi-
cos e Paralímpicos de 2030.

talar dispositivos de tra-
dução multilíngue. Frases 
faladas em telas serão tra-
duzidas em 29 idiomas.
O distrito pretende im-
plementar esses serviços 
até julho. Os panfletos e 
as máquinas de tradução 
estarão disponíveis em 30 
locais, incluindo pontos 
turísticos, hotéis e lojas de 
conveniência.
Shibuya está passando 
pelas maiores obras de re-
ordenamento urbano dos 
últimos 100 anos, com 
grandes projetos de cons-
trução sendo realizados 
em antecipação aos Jogos 
Olímpicos e Paralímpicos.

das a partir de células iPS 
no coração do paciente.
Durante uma coletiva de 
imprensa realizada na 
segunda-feira, a equi-
pe anunciou que havia 
concluído com sucesso a 
primeira cirurgia do tipo 
neste mês. Eles informa-
ram que o paciente sofria 
de cardiopatia isquêmica 
e que era improvável que 
o paciente se recuperasse 
através de tratamentos de 
clínica geral que envolvem 
o uso de drogas.
A cirurgia foi feita como 
parte de um estudo clínico 
para desenvolver um novo 
método de tratamento. A 
equipe irá verificar se o 
método é seguro e efetivo 
ao longo de um ano. Já 
existem planos para rea-
lizar a cirurgia em outros 
nove pacientes durante um 
período de três anos.

ceiras. Ele foi proibido de 
viajar para o exterior como 
condição para concessão 
da fiança.
Os promotores também 
obtiveram mandados 
contra três outras pesso-
as, incluindo um homem 
que acredita-se ser um ex-
membro das forças espe-
ciais dos EUA, sob suspei-
ta de terem ajudado Ghosn 
a fugir.

várias vezes com o oficial 
russo em locais da capital 
japonesa como restauran-
tes. Araki teria admitido 
que foi pago para cometer 
o crime.
Investigadores suspeitam 
que outro oficial do escri-
tório russo também esteja 
envolvido no caso, mas ele 
já teria retornado para a 
Rússia. Por meio de canais 
diplomáticos, a investiga-
ção pediu para interrogar 

manhã, e que os médicos 
não identificaram quais-
quer condições clínicas que 
tenham causado o desmaio.
Eles informam que a saú-
de do Imperador Emérito 
Akihito será observada de 
perto.

Fontes afirmam que Ghosn 
se encontrou com os três 
em um hotel em Tóquio no 
dia 29 de dezembro antes 
de viajar para Osaka de 
trem-bala. Dois dos ho-
mens o teriam acompanha-
do. Acredita-se que eles 
ajudaram Ghosn a embar-
car no jato escondendo-o 
em uma grande caixa para 
transporte de equipamen-
tos musicais.

ambos.
De acordo com a polícia, 
os documentos roubados 
eram sobre equipamentos 
como estações de teleco-
municações.



12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12



　

ア
ウ
ヴ
ァ
ロ
国こ

く

際さ
い

関か
ん

係け
い

局き
ょ
く

長ち
ょ
う

は
「
市し

創そ
う

立り
つ

４
６
６

周し
ゅ
う

年ね
ん

と
文ぶ

ん

協き
ょ
う

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を

同ど
う

時じ

に
祝い

わ

え
て
光こ

う

栄え
い

だ
。
コ

ー
ヴ
ァ
ス
市し

長ち
ょ
うは
移い

民み
ん

に
ゆ

か
り
の
深ふ

か

い
サ
ン
ト
ス
市し

で

生う

ま
れ
、
本ほ

ん

人に
ん

に
は
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
子こ

ど
も
も
い
る
。
理り

解か
い

が

深ふ
か

い
か
ら
、
イ
ビ
ラ
プ
エ
ラ

公こ
う

園え
ん

自じ

体た
い

は
民み

ん

営え
い

化か

し
て

も
、
そ
こ
に
あ
る
日に

本ほ
ん

館か
ん

の

　

聖せ
い

市し

４
６
６
周

し
ゅ
う

年ね
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

（
文ぶ

ん

協き
ょ
う）
創そ

う

立り
つ

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

（
山や

ま

下し
た

リ
ジ
ア
運う

ん

営え
い

委い

員い
ん

長ち
ょ
う）
は
２
３
日に

ち

午ご

後ご

、
文ぶ

ん

協き
ょ
うビ
ル
９
階か

い

で
第だ

い

３
期き

工こ
う

事じ

の
終

し
ゅ
う

了り
ょ
う

式し
き

を
行お

こ
ない
、「
生い

き
た
史し

料り
ょ
う

館か
ん

」
ス
ペ
ー
ス
の
お
披ひ

露ろ

目め

を
行

お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
は
「
移い

民み
ん

・
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

研け
ん

究き
ゅ
うセ
ン
タ
ー
（
梅う

め

棹さ
お

忠た
だ

夫お

先せ
ん

生せ
い

記き

念ね
ん

室し
つ

）」（
３
階か

い

）
と
「
斉さ

い

藤と
う

広ひ
ろ

志し

先せ
ん

生せ
い

記き

念ね
ん

室し
つ

」（
８
階か

い

）
の
二ふ

た
つ
で
、
ス
ポ
ン
サ
ー
企き

業ぎ
ょ
う

約や
く

３
０
社し

ゃ

の
代だ

い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

や
ブ

ル
ー
ノ
・
コ
ー
ヴ
ァ
ス
聖せ

い

市し

長ち
ょ
う

代だ
い

理り

の
ル
イ
ス
・
ア
ウ
ヴ
ァ
ロ
国こ

く

際さ
い

関か
ん

係け
い

局き
ょ
く

長ち
ょ
うら
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

約や
く

６
０
人に

ん

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。

運う
ん

営え
い

権け
ん

は
今い

ま

ま
で
通と

お

り
文ぶ

ん

協き
ょ
うに
属ぞ

く

す
る
よ
う
に
市し

長ち
ょ
うは

決き

め
た
」
と
語か

た

り
、
拍は

く

手し
ゅ

が

送お
く

ら
れ
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
か
ら
汎は

ん

米べ
い

日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

研け
ん

修し
ゅ
う

会か
い

に
参さ

ん

加か

し
た
の
は
ホ
セ
・
グ
レ
ゴ
リ

オ
・
ド
ゥ
ア
ル
テ
・
リ
バ
ス

さ
ん
（
２
２
）。
首し

ゅ

都と

カ
ラ

カ
ス
のC

en
tro V

en
e-

zolano Japones

で
教

き
ょ
う

鞭べ
ん

を
と
っ
て
１
年ね

ん

だ
と
い

う
。
生せ

い

徒と

数す
う

は
８
人に

ん

。
き
け

ば
、
日に

本ほ
ん

語ご

の
恩お

ん

師し

で
あ
る

デ
オ
が
上

じ
ょ
う

映え
い

さ
れ
、
グ
ロ
ー
ボ

Ｔ
Ｖ
局き

ょ
くの
マ
ル
シ
オ
・
ゴ
メ
ス

元も
と

日に

本ほ
ん

特と
く

派は

員い
ん

が
語か

た

り
手て

を

務つ
と

め
て
い
た
。
文ぶ

ん

協き
ょ
うの
石い

し

川か
わ

レ

ナ
ト
会か

い

長ち
ょ
うは
あ
い
さ
つ
で
「
市し

創そ
う

立り
つ

４
６
６
周

し
ゅ
う

年ね
ん

に
合あ

わ
せ

て
一い

っ

般ぱ
ん

公こ
う

開か
い

し
た
。
若わ

か

者も
の

を
引ひ

き
付つ

け
る
に
は
、
近き

ん

代だ
い

化か

は

不ふ

可か

欠け
つ

。
企き

業ぎ
ょ
うの
協

き
ょ
う

力り
ょ
くに
感か

ん

謝し
ゃ

す
る
」
と
語か

た
っ
た
。

　

協
き
ょ
う

賛さ
ん

企き

業ぎ
ょ
うを
代だ

い

表ひ
ょ
うし
て
ブ

ラ
ジ
ル
ト
ヨ
タ
自じ

動ど
う

車し
ゃ

の
下し

も

村む
ら

セ
ル
ソ
副ふ

く

社し
ゃ

長ち
ょ
うは
、
改か

い

修し
ゅ
う

工こ
う

事じ

後ご

に
娘む

す
め
を
連つ

れ
て
史し

料り
ょ
う

館か
ん

を
訪お

と
ず
れ
た
際さ

い

、
彼か

の

女じ
ょ

が
と
て

も
感か

ん

動ど
う

し
て
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
紹

し
ょ
う

介か
い

。「
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

は

移い

民み
ん

が
作つ

く
っ
た
町ま

ち

。
こ
こ
に
は

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

だ
け
で
な
く
、
全す

べ

て
の
移い

民み
ん

に
共

き
ょ
う

通つ
う

し
た
体た

い

験け
ん

が
展て

ん

示じ

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
と
て
も
意い

義ぎ

深ぶ
か

い

市し

へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
」
と
語か

た

っ
た
。
他ほ

か

に
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
た
ブ
ラ
ジ

ル
・
ホ
ン
ダ
、
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
バ
ン
ク
（
ブ
ラ
ジ
ル
）
な
ど
主お

も

だ
っ

た
約や

く

３
０
社し

ゃ

の
紹

し
ょ
う

介か
い

映え
い

像ぞ
う

が

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

語ご

セ
ン
タ
ー

（
日く

さ

下か

野の

良よ
し

武た
け

理り

事じ

長ち
ょ
う
）
主し

ゅ

催さ
い

の
「
第だ

い

３
４
回か

い

汎は
ん

米べ
い

日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

研け
ん

修し
ゅ
う

会か
い

」
の
閉へ

い

講こ
う

式し
き

が
２
５
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

、
サ

ン
パ
ウ
ロ
市し

ヴ
ィ
ラ
・
マ
リ
ア

ー
ナ
区く

の
同ど

う

セ
ン
タ
ー
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
。
今こ

年と
し

は
ブ
ラ
ジ

ル
を
始は

じ

め
、
ペ
ル
ー
、
ボ
リ

ビ
ア
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
コ
ロ
ン

ビ
ア
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
６
カ

国こ
く

か
ら
１
６
人に

ん

の
教

き
ょ
う

師し

が
参さ

ん

加か

し
て
２
週

し
ゅ
う

間か
ん

研け
ん

修し
ゅ
う
を
行

お
こ
な

っ

た
。
閉へ

い

講こ
う

式し
き

直ち
ょ
く

前ぜ
ん

の
「
振ふ

り

返か
え

り
の
時じ

間か
ん

」
で
研け

ん

修し
ゅ
う

期き

間か
ん

を
振ふ

り
返か

え

っ
て
コ
メ
ン
ト
を
す

る
際さ

い

、
感か

ん

激げ
き

の
あ
ま
り
涙な

み
だ

ぐ

ん
で
ハ
ン
カ
チ
を
貸か

し
合あ

う
場ば

面め
ん

も
見み

ら
れ
た
。

　
「
研け

ん

修し
ゅ
うの
途と

中ち
ゅ
うで
移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

を
見け

ん

学が
く

に
行い

き
、
今い

ま

ま

で
日に

本ほ
ん

語ご

や
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

が
残の

こ

っ
て
き
た
の
は
、
移い

民み
ん

の
皆み

な

さ

ん
が
頑が

ん

張ば

っ
て
こ
ら
れ
た
お
か

げ
だ
と
感か

ん

謝し
ゃ

の
気き

持も
ち

で
一い

っ

杯ぱ
い

に

な
っ
た
。
こ
の
思お

も

い
を
生せ

い

徒と

に

伝つ
た

え
た
い
」。
ブ
ラ
ジ
リ
ア
か

ら
参さ

ん

加か

し
た
川か

わ

村む
ら

賢け
ん

三ぞ
う

さ
ん

は
そ
う
振ふ

り
返か

え

り
、「
日に

本ほ
ん

語ご

を
教お

し

え
る
技ぎ

術じ
ゅ
つだ
け
で
な
く
、

展て
ん

示じ

映え
い

像ぞ
う

に
組く

み
込こ

ま
れ
た
。

　

ア
ウ
ヴ
ァ
ロ
国こ

く

際さ
い

関か
ん

係け
い

局
き
ょ
く

長ち
ょ
うに
続つ

づ

い
て
、
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

は
「
史し

料り
ょ
う

館か
ん

は
日に

本ほ
ん

と
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
友ゆ

う

情じ
ょ
うの
シ

ン
ボ
ル
。
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

を
快

こ
こ
ろ
よ

く
受う

け
入い

れ
て
く
れ
た
友ゆ

う

情
じ
ょ
う

が
永え

い

遠え
ん

に
続つ

づ

く
こ
と
を
祈き

念ね
ん

し

ま
す
」
と
の
祝

し
ゅ
く

辞じ

を
贈お

く
っ
た
。

　

１
９
７
８
年ね

ん

に
開か

い

館か
ん

さ
れ

て
以い

来ら
い

、
ほ
ぼ
４
０
年ね

ん

間か
ん

そ

の
ま
ま
展て

ん

示じ

さ
れ
て
き
た
同ど

う

館か
ん

で
は
、
エ
ア
コ
ン
や
電で

ん

気き

設せ
つ

備び

の
老ろ

う

朽き
ゅ
う

化か

や
展て

ん

示じ

内な
い

容よ
う

の

マ
ン
ネ
リ
化か

が
問も

ん

題だ
い

と
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で

２
０
１
７
年ね

ん

に
近き

ん

代だ
い

化か

プ
ロ

人に
ん

間げ
ん

と
し
て
の
成せ

い

長ち
ょ
うに

つ
な
が

る
勉べ

ん

強き
ょ
うを
さ
せ
て
も
ら
っ
た
」

と
同ど

う

セ
ン
タ
ー
の
教

き
ょ
う

師し

陣じ
ん

に

感か
ん

謝し
ゃ

の
言こ

と

葉ば

を
の
べ
た
。

　

涙な
み
だ

を
流な

が

し
な
が
ら
今こ

ん

回か
い

の

経け
い

験け
ん

に
感か

ん

謝し
ゃ

す
る
参さ

ん

加か

者し
ゃ

の

姿す
が
た

も
ち
ら
ほ
ら
見み

ら
れ
た
。

中ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

の
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

が
研け

ん

鑽さ
ん

を
深ふ

か

め
る
こ
の
研け

ん

修し
ゅ
う

会か
い

で

は
、
今こ

ん

回か
い

か
ら
非ひ

日に
っ

系け
い

教き
ょ
う

師し

の
参さ

ん

加か

が
可か

能の
う

に
な
り
、
半は

ん

数す
う

を
占し

め
た
。

　

閉へ
い

講こ
う

式し
き

の
冒ぼ

う

頭と
う

、
日く

さ

下か

野の

理り

事じ

長ち
ょ
う
は
あ
い
さ
つ
で
「
皆み

な

さ
ん
の
目め

が
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い 主

しゅ

催
さい

者
しゃ

と主
しゅ

賓
ひん

で乾
かん

杯
ぱい

改
かい

装
そう

されて書
しょ

道
どう

体
たい

験
けん

ができるようになった斎
さい

藤
とう

広
ひろ

志
し

先
せん

生
せい

記
き

念
ねん

室
しつ

左
ひだり

から篠
しの

原
はら

ベルナルドさん、文
ふみ

子
こ

さん

Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
逆ぎ

ゃ
く

転て
ん

人じ
ん

生せ
い

』

日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

が
昨さ

く

年ね
ん

、
米べ

い

国こ
く

に
転て

ん

住じ
ゅ
う

し
て
し
ま
っ
た
た

め
、「
そ
の
学が

っ

校こ
う

を
守ま

も

る
た

め
に
引ひ

き
継つ

い
だ
」と
い
う
。

そ
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

は
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
在ざ

い

住じ
ゅ
う

５
０
年ね

ん

だ
っ
た

が
、
マ
ド
ゥ
ー
ロ
政せ

い

権け
ん

下か

で

ど
ん
ど
ん
治ち

安あ
ん

や
経け

い

済ざ
い

状
じ
ょ
う

態た
い

が
悪あ

っ

化か

し
て
い
く
の
を
受う

け
転て

ん

住じ
ゅ
う

を
決け

つ

意い

し
た
と
か
。

「
大だ

い

好ず

き
だ
っ
た
先せ

ん

生せ
い

が
作つ

く

っ
た
学が

っ

校こ
う

な
の
で
、
私わ

た
し

た
ち

が
守ま

も

り
ま
す
」と
ホ
セ
さ
ん
。

日に

本ほ
ん

語ご

学が
く

習し
ゅ
う

歴れ
き

は
わ
ず
か

４
年ね

ん

だ
が
、
気き

合あ
い

は
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な
よ
う
だ
。

　
　
　
　

◎

　

こ
の
週

し
ゅ
う

末ま
つ（
１
、２
日か

）は
、

聖せ
い

市し

の
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
日に

本ほ
ん

広ひ
ろ

場ば

か
ら
グ
ロ
リ
ア
街が

い

に
か

け
て
の
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

で
、
盛せ

い

大だ
い

に

「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

新し
ん

年ね
ん

」
イ
ベ
ン
ト
が

開か
い

催さ
い

さ
れ
る
予よ

定て
い

。
新し

ん

型が
た

コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関か

ん

係け
い

で
、

本ほ
ん

国ご
く

で
は
盛せ

い

大だ
い

に
祝い

わ

え
な
か

っ
た
。
そ
の
分ぶ

ん

、「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

以い

外が
い

で
は
世せ

界か
い

最さ
い

大だ
い

の
サ
ン
パ

ウ
ロ
の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

新し
ん

年ね
ん

」
で
は
賑に

ぎ

や
か
に
祝い

わ

わ
れ
る
か
も
。
た

だ
し
３
１
日に

ち

午ご
ご後
５
時じ

現げ
ん

書し
ょ

道ど
う

、折お

り
紙が

み

な
ど
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

普ふ

及き
ゅ
う

研け
ん

究き
ゅ
う

セ
ン
タ
ー
、斎さ

い

藤と
う

広ひ
ろ

志し

記き

念ね
ん

室し
つ

る
。
真し

ん

珠じ
ゅ

の
よ
う
に
キ
レ
イ
な

涙な
み
だで
し
た
。
そ
の
気き

持も

ち
を

生せ
い

徒と

に
ぶ
つ
け
て
、
生せ

い

徒と

が
い

つ
か
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

に
な
っ
て
、

こ
こ
へ
来く

る
よ
う
に
育そ

だ

て
て
く

だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
贈お

く

っ
た
。

　

来ら
い

賓ひ
ん

の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ブ
ラ
ジ

ル
事じ

務む

所し
ょ

の
門か

ど

屋や

篤あ
つ

典の
り

次じ

長ち
ょ
うは

「
自じ

分ぶ
ん

の
国く

に

に
戻も

ど

っ
て
も
、
こ

の
研け

ん

修し
ゅ
うを
思お

も

い
出だ

し
て
。
こ
こ

に
集あ

つ

ま
っ
た
皆み

な

は
、
友ゆ

う

人じ
ん

以い

上じ
ょ
うの
仲な

か

間ま

。
こ
れ
か
ら
も
助た

す

け
合あ

っ
て
」
と
呼よ

び
か
け
た
。

　
一ひ

と

人り

ひ
と
り
に
修

し
ゅ
う

了り
ょ
う

証し
ょ
う

書し
ょ

が
授じ

ゅ

与よ

さ
れ
、
参さ

ん

加か

者し
ゃ

を
代だ

い

表ひ
ょ
うし
て
パ
ラ
ナ
州し

ゅ
うマ
リ
ン
ガ
ー

の
井い

出で

リ
エ
さ
ん
は
「
と
て
も

意い

義ぎ

深ぶ
か

い
研け

ん

修し
ゅ
うだ
っ
た
」、
パ

ラ
ー
州し

ゅ
う

ベ
レ
ン
の
越お

智ち

日に
っ

伯ぱ
く

学が
く

園え
ん

か
ら
参さ

ん

加か

し
た
ロ
ド
リ

ゴ・
デ・
ブ
リ
ッ
ト
さ
ん
は
「
と

非ひ

日に
っ

系け
い

半は
ん

数す
う

、「
貴き

重ち
ょ
う

な
２
週し

ゅ
う

間か
ん

」

涙な
み
だ

の
修し

ゅ
う

了り
ょ
う

式し
き

、汎は
ん

米べ
い

教き
ょ
う

師し

研け
ん

修し
ゅ
う

会か
い

「
長な

が

葱ね
ぎ

王お
う

」斉さ
い

藤と
う

さ
ん
が
主し

ゅ

人じ
ん

公こ
う

Ｎ
Ｈ
Ｋ『
逆ぎ

ゃ
く

転て
ん

人じ
ん

生せ
い

』で
３
日か

斉
さい

藤
とう

広
ひろ

志
し

氏
し

の長
ちょう

女
じょ

も感
かん

激
げき

て
も
貴き

重ち
ょ
うな
２
週

し
ゅ
う

間か
ん

だ
っ
た
。

お
互た

が

い
に
ま
っ
た
く
知し

ら
な
か

っ
た
が
、
少す

こ

し
ず
つ
悩な

や

み
を
共

き
ょ
う

有ゆ
う

し
、
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
合あ

う
体た

い

験け
ん

が

で
き
た
」
な
ど
と
感か

ん

想そ
う

を
述の

べ
た
。

　

そ
の
後ご

、
全ぜ

ん

員い
ん

で
記き

念ね
ん

撮さ
つ

影え
い

（
６
面め

ん

に
掲け

い

載さ
い

）
を
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
ス
マ
ホ
で
セ
ル
フ

ィ
ー
（
自じ

撮ど

り
写し

ゃ

真し
ん

）
を
撮と

り
あ
っ
た
。

　

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州し

ゅ
う
マ
ナ
ウ
ス
の

西せ
い

部ぶ

ア
マ
ゾ
ン
日に

っ

伯ぱ
く

協き
ょ
う

会か
い

の

日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

で
教

き
ょ
う

師し

を
す
る

マ
ル
チ
ン
ス
・
シ
ル
ヴ
ァ
・
ウ

ェ
ン
デ
ル
さ
ん
（
３
１
）
に
聞き

く
と
、
生せ

い

徒と

数す
う

は
約や

く

７
０
０

人に
ん

で
７
割わ

り

が
非ひ

日に
っ

系け
い

、
教

き
ょ
う

師し

と
助じ

ょ

手し
ゅ

は
約や

く

３
０
人に

ん

で

４
割わ

り

が
非ひ

日に
っ

系け
い

だ
と
い
う
。

「
２
０
０
６
年ね

ん

頃ご
ろ

に
ヤ
マ
ハ
の

工こ
う

場じ
ょ
うで
働は

た
らい
て
い
て
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

駐ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

と
最さ

い

初し
ょ

は
英え

い

語ご

で
話は

な

し
て
い
た
が
、
だ
ん
た
ん
日に

本ほ
ん

語ご

を
覚お

ぼ

え
て
好す

き
に
な
っ
た
」

と
の
こ
と
。

　

鹿か

児ご

島し
ま

大だ
い

学が
く

に
１
年ね

ん

間か
ん

留
り
ゅ
う

学が
く

し
、
現げ

ん

在ざ
い

は
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州

し
ゅ
う

連れ
ん

邦ぽ
う

大だ
い

学が
く

日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

科か

で
勉べ

ん

強き
ょ
うを
し
な
が
ら
、
日に

本ほ
ん

語ご

教
き
ょ
う

師し

も
し
て
い
る
と
い
う
。「
他ほ

か

の
先せ

ん

生せ
い

の
教お

し

え
方か

た

を
見み

せ
て

も
ら
い
、
と
て
も
参さ

ん

考こ
う

に
な
っ

た
」
と
喜よ

ろ
こ

ん
だ
。

　
ロ
ン
ド
ニ
ア
州し

ゅ
う

ポ
ル
ト
・
ベ

ー
リ
ョ
の
ロ
ン
ド
ニ
ア
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

の
日に

ち

語ご

校こ
う

で
教お

し

え
る

ナ
イ
ア
ラ・テ
ラ
さ
ん
（
２
８
）

は
、
日に

本ほ
ん

料り
ょ
う

理り

が
好す

き
で
日に

本ほ
ん

語ご

を
勉べ

ん

強き
ょ
う
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。「
私わ

た
し

は
野や

菜さ
い

を
食た

べ
な

い
子こ

供ど
も

だ
っ
た
の
で
、
母は

は

が
一い

っ

計け
い

を
案あ

ん

じ
て
ス
キ
ヤ
キ
を
作つ

く

っ

た
。
そ
れ
を
私わ

た
し

が
気き

に
入い

っ
て

ど
壮そ

う

絶ぜ
つ

な
ど
ん
底ぞ

こ

の
連れ

ん

続ぞ
く

だ

っ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡わ

た

り
、

ゼ
ロ
か
ら
森も

り

を
開か

い

墾こ
ん

し
た
日に

っ

系け
い

人じ
ん

た
ち
の
魂

た
ま
し
いを
受う

け
継つ

い

だ
熱あ

つ

き
男お

と
こ

の
逆

ぎ
ゃ
く

転て
ん

劇げ
き

》
と
い

う
も
の
。

　

斎さ
い

藤と
う

俊と
し

男お

さ
ん
は
パ
ラ
ナ

州し
ゅ
うテ
ー
ラ
・
ボ
ア
生う

ま
れ
の

二に

世せ
い

で
、
デ
カ
セ
ギ
と
し
て

訪ほ
う

日に
ち

。
埼さ

い

玉た
ま

県け
ん

で
長な

が

葱ね
ぎ

農の
う

家か

と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
経け

い

営え
い

者し
ゃ

と
し
て
多た

彩さ
い

な
才さ

い

能の
う

を

発は
っ

揮き

し
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル

人じ
ん

学が
っ

校こ
う

・
テ
ィ
ー
エ
ス
学が

く

園え
ん

の
理り

事じ

長ち
ょ
う

を
務つ

と

め
る
ほ
か
、

人じ
ん

材ざ
い

派は

遣け
ん

業ぎ
ょ
う、
不ふ

動ど
う

産さ
ん

業
ぎ
ょ
う

と
マ
ル
チ
な
能の

う

力り
ょ
くを
発は

っ

揮き

す

る
。
在ざ

い

日に
ち

日に
っ

系け
い

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

で
は
屈く

っ

指し

の
成せ

い

功こ
う

者し
ゃ

だ
。

残の
こ

る
は
９
階か

い

、
第だ

い

４
期き

工こ
う

事じ

の
ス
ポ
ン
サ
ー
募ぼ

集し
ゅ
う

中
ち
ゅ
う

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

史し

料
り
ょ
う

館か
ん

で
は
、
最さ

い

終し
ゅ
う

段だ
ん

階か
い

と
な

る
第だ

い

４
期き

工こ
う

事じ

を
進す

す

め
る
べ

く
、
急き

ゅ
う
ピ
ッ
チ
で
準

じ
ゅ
ん

備び

を
行

お
こ
な

っ

て
い
る
。
９
階か

い

を
改か

い

装そ
う

し
て
、

１
９
６
０
年ね

ん

代だ
い

か
ら
現げ

ん

在ざ
い

ま

で
の
戦せ

ん

後ご

の
歴れ

き

史し

展て
ん

示じ

を
行

お
こ
な

い
、
円え

ん

形け
い

シ
ア
タ
ー
で
は
現げ

ん

在ざ
い

の
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
映え

い

像ぞ
う

で
堪た

ん

能の
う

で

き
る
よ
う
に
す
る
。
移い

民み
ん

関か
ん

係け
い

の
書し

ょ

籍せ
き

や
史し

料り
ょ
う

館か
ん

グ
ッ
ズ
の
販は

ん

売ば
い

所じ
ょ

や
、
今い

ま

ま
で
な
か
っ
た
喫き

っ

茶さ

ス
ペ
ー
ス
も
作つ

く

る
予よ

定て
い

。

　

企き

業ぎ
ょ
うの
場ば

合あ
い

は
、
連れ

ん

邦ぽ
う

政せ
い

府ふ

の
文ぶ

ん

化か

振し
ん

興こ
う

法ほ
う

（
旧き

ゅ
うル
ア
ネ

ー
法ほ

う

、
Ｌ
Ｉ
Ｃ
）
の
許き

ょ

可か

が

出で

て
お
り
、
事じ

業ぎ
ょ
う

利り

益え
き

の
連れ

ん

邦ぽ
う

税ぜ
い

分ぶ
ん

を
史し

料り
ょ
う

館か
ん

に
寄き

付ふ

す

る
こ
と
で
替か

え
ら
れ
る
。

　

同ど
う

様よ
う

に
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

に
支し

払は
ら

う
べ
き
税ぜ

い

金き
ん

を
寄き

付ふ

に

替か

え
る
こ
と
も
可か

能の
う

。
法ほ

う

人じ
ん

だ

け
で
な
く
、
一い

っ

般ぱ
ん

個こ

人じ
ん

が
所し

ょ

得と
く

申し
ん

告こ
く

す
る
と
き
も
史し

料り
ょ
う

館か
ん

へ
の

寄き

付ふ

を
控こ

う

除じ
ょ

で
き
る
と
い
う
。

詳く
わ

し
く
は
同ど

う

史し

料り
ょ
う

館か
ん

事じ

務む

局
き
ょ
く

（
１
１
・
３
２
０
９
・
５
４
６

５
）
ま
で
。

第
だい

３期
き

工
こう

事
じ

完
かん

了
りょう

、お披
ひ

露
ろ

目
め

移
い

民
み ん

史
し

料
りょう

館
か ん

（７） ２０２０年第５４１９号  ２月 １日 （土曜日）

ジ
ェ
ク
ト
が
作つ

く

ら
れ
、
日に

っ

系け
い

企き

業ぎ
ょ
うに
改か

い

修し
ゅ
う

資し

金き
ん

を
依い

頼ら
い

し
、

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し
て
ご
来ら

い

伯は
く

さ
れ
た
眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

の
ご
出

し
ゅ
っ

席せ
き

の
も

と
、
２
０
１
８
年ね

ん

７
月が

つ

に
第だ

い

１
期き

工こ
う

事じ

（
８
階か

い

）
の
再さ

い

開か
い

館か
ん

式し
き

が
行お

こ
なわ
れ
た
。

　

第だ
い

２
期き

工こ
う

事じ

は
昨さ

く

年ね
ん

４
月が

つ

に
７
階か

い

部ぶ

分ぶ
ん

の
改か

い

装そ
う

を
完か

ん

成せ
い

さ
せ
、
今こ

ん

回か
い

は
「
移い

民み
ん

・
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

研け
ん

究き
ゅ
うセ
ン
タ
ー
」
と

「
斉さ

い

藤と
う

広ひ
ろ

志し

先せ
ん

生せ
い

記き

念ね
ん

室し
つ

」

の
二ふ

た

つ
を
完か

ん

成せ
い

さ
せ
た
。
こ

の
二ふ

た

つ
は
、
梅う

め

棹さ
お

氏し

（
故こ

人じ
ん

）

の
「
生い

き
た
史し

料り
ょ
う

館か
ん

」
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
に
基も

と

づ
い
た
も

の
。
彼か

れ

は
日に

本ほ
ん

の
文ぶ

ん

化か

人じ
ん

類る
い

学が
く

の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
、
国こ

く

立り
つ

民み
ん

族ぞ
く

学が
く

博は
く

物ぶ
つ

館か
ん

初し
ょ

代だ
い

館か
ん

長ち
ょ
うと
し

て
移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

の
基き

本ほ
ん

構こ
う

想そ
う

に
関か

か

わ
っ
た
。
移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

の
初し

ょ

代だ
い

館か
ん

長ち
ょ
うが
斉さ

い

藤と
う

広ひ
ろ

志し

Ｕ

Ｓ
Ｐ
教き

ょ
う

授じ
ゅ

（
故こ

人じ
ん

）
だ
。

　
「
生い

き
た
史し

料り
ょ
う

館か
ん

」
は
梅う

め

棹さ
お

氏し

の
《
歴れ

き

史し

的て
き

な
古ふ

る

い
物ぶ

っ

品ぴ
ん

を
並な

ら

べ
る
だ
け
が
史し

料り
ょ
う

館か
ん

で
は
な
い
。
資し

料り
ょ
うを
調

ち
ょ
う

査さ

し
て

研け
ん

究き
ゅ
う

活か
つ

動ど
う

が
で
き
、
歴れ

き

史し

の

真し
ん

実じ
つ

を
発は

っ

掘く
つ

し
、
新あ

ら

た
な
知ち

識し
き

を
共

き
ょ
う

有ゆ
う

す
る
な
ど
の
活か

つ

動ど
う

が
あ
っ
て
こ
そ
、
本ほ

ん

当と
う

の
生い

き

た
史し

料り
ょ
う

館か
ん

で
あ
る
》
と
い
う

言こ
と

葉ば

か
ら
き
た
も
の
。

　「生
い

きた史
し

料
りょう

館
かん

」スペースのお披
ひ

露
ろ

目
め

に出
しゅっ

席
せき

し
た、斉

さい

藤
とう

広
ひろ

志
し

氏
し

の長
ちょう

女
じょ

、篠
しの

原
はら

文
ふみ

子
こ

さん（７６、
二
に

世
せい

）は父
ちち

を顕
けん

彰
しょう

した記
き

念
ねん

室
しつ

が改
かい

修
しゅう

されて立
りっ

派
ぱ

になったのを見
み

て、「素
す

晴
ば

らしい部
へ

屋
や

になってい
てビックリしました」と感

かん

動
どう

の面
おも

もちだった。
　文

ふみ

子
こ

さんの夫
おっと

ベルナルドさん（７５、二
に

世
せい

）も

　

今こ
ん

回か
い

３
階か

い

に
で
き
た
「
移い

民み
ん

・
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

研け
ん

究き
ゅ
うセ
ン
タ

ー
」
は
、
同ど

う

史し

料り
ょ
う

館か
ん

の
収

し
ゅ
う

蔵ぞ
う

品ひ
ん

を
研け

ん

究き
ゅ
うす
る
場ば

所し
ょ

と
し

て
用よ

う

意い

さ
れ
、
史し

料り
ょ
うの
撮さ

つ

影え
い

や
デ
ジ
タ
ル
化か

、
研け

ん

究き
ゅ
う

者し
ゃ

が

活か
つ

動ど
う

す
る
場ば

所し
ょ

に
な
る
。
８

階か
い

は
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
体た

い

験け
ん

す
る

場ば

所し
ょ

と
し
て
、
映え

い

像ぞ
う

を
見み

な

が
ら
習

し
ゅ
う

字じ

や
折お

り
紙が

み

が
で
き
、

さ
ら
に
教

き
ょ
う

育い
く

に
力ち

か
らを
入い

れ
て
き

た
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
歴れ

き

史し

を
表あ

ら
わ
す

映え
い

像ぞ
う

の
上

じ
ょ
う

映え
い

が
繰く

り
返か

え

し
行

お
こ
な

わ
れ
る
。
多た

目も
く

的て
き

ス
ペ
ー
ス
と

し
て
特と

く

別べ
つ

展て
ん

、
映え

い

画が

上じ
ょ
う

映え
い

、

セ
ミ
ナ
ー
も
行お

こ
なう
こ
と
が
で
き

る
。

日
に
本
ほん
語
ご
センター

在ざ
い

、
聖せ

い

州し
ゅ
うで
は
７
人に

ん

に
感か

ん

染せ
ん

の
疑う

た
が

い
が
あ
り
、
う
ち
４
歳さ

い

の
女じ

ょ

児じ

は
た
だ
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
だ
と
診し

ん

断だ
ん

さ
れ
た
。

特と
く

に
聖せ

い

市し

に
は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
行ゆ

き

来き

す
る
人ひ

と

が
多お

お

く
、
い
つ
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

が
発は

っ

見け
ん

さ
れ
て
も
不ふ

思し

議ぎ

で
は
な
い
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに
な
っ
て

い
る
。
な
お
、
在ざ

い

聖せ
い

日に
っ

本ぽ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

は
「
新し

ん

型が
た

コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関か

ん

す
る
注

ち
ゅ
う

意い

喚か
ん

起き

」
メ
ー
ル
を
配は

い

信し
ん

し
、

《
人ひ

と

が
多お

お

く
集あ

つ

ま
る
場ば

所し
ょ

に

近ち
か

づ
か
な
い
》
よ
う
に
と
呼よ

び
か
け
て
い
る
。

「仕
し

事
ごと

の関
かん

係
けい

で南麻州
しゅう

に住
す

んでいたので、２０年
ねん

ぶりぐらい
に史

し

料
りょう

館
かん

に来
き

た。全
ぜん

館
かん

が改
かい

装
そう

されていて驚
おどろ

いた。全
まった

く別
べつ

の史
し

料
りょう

館
かん

のよう」とのこと。
　山

やま

下
した

リジア運
うん

営
えい

委
い

員
いん

長
ちょう

は、「斉
さい

藤
とう

先
せん

生
せい

が亡
な

くなった時
とき

、遺
い

族
ぞく

から多
た

額
がく

の寄
き

付
ふ

が史
し

料
りょう

館
かん

にあったことを受
う

け、教
きょう

授
じゅ

の名
な

前
まえ

を付
つ

けた記
き

念
ねん

室
しつ

が設
もう

けられたんです」との経
けい

緯
い

を振
ふ

り返
かえ

った。
　もちろん展

てん

示
じ

品
ひん

は古
ふる

いものばかりだが、展
てん

示
じ

手
しゅ

法
ほう

や考
かんが

え方
かた

はどんどん最
さい

新
しん

式
しき

に。移
い

民
みん

１１０周
しゅう

年
ねん

というタイミングを一
いち

番
ばん

活
い

かした組
そ

織
しき

の一
ひと

つは史
し

料
りょう

館
かん

に違
ちが

いない。（深
ふか

）

野や

菜さ
い

を
食た

べ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
。
今い

ま

で
は
寿す

司し

も
大だ

い

好こ
う

物ぶ
つ

」
と
の
こ
と
。「
研け

ん

修し
ゅ
うで
他ほ

か

の
先せ

ん

生せ
い

の
や
り
方か

た

を
教お

し

え
て
も
ら
っ
た
の
で
、
ぜ
ひ
実じ

っ

践せ
ん

し
て
み
た

い
」
と
目め

を
輝か

が
や

か
せ
た
。

　

ま
ず
同ど

う

史し

料り
ょ
う

館か
ん

を
運う

ん

営え
い

す
る
文ぶ

ん

協き
ょ
うの
創そ

う

立り
つ

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

ビ

　

ブ
ラ
ジ
ル
時じ

間か
ん

２
月が

つ

３

日か

（
月げ

つ

）
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら

Ｎ
Ｈ
Ｋ
国こ

く

際さ
い

放ほ
う

送そ
う

の
人に

ん

気き

番ば
ん

組ぐ
み

『
逆

ぎ
ゃ
く

転て
ん

人じ
ん

生せ
い

』
で
、
長な

が

葱ね
ぎ

の
名め

い

産さ
ん

地ち

で
知し

ら
れ
る
埼さ

い

玉た
ま

県け
ん

深ふ
か

谷や

市し

で
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

最さ
い

大だ
い

級き
ゅ
う

の
長な

が

葱ね
ぎ

農の
う

場じ
ょ
う

を
経け

い

営え
い

す
る
「
長な

が

葱ね
ぎ

王お
う

（R
ei d
a 

C
ebolinh

a

）」
こ
と
斉さ

い

藤と
う

ワ
ル
テ
ル
俊と

し

男お

さ
ん
の
こ
と

が
扱あ

つ
か

わ
れ
る
。
番ば

ん

組ぐ
み

タ
イ
ト

ル
は
「
甘あ

ま

さ
が
人に

ん

気き 

ブ
ラ

ン
ド
ね
ぎ
誕た

ん

生じ
ょ
う 

日に
っ

系け
い

人じ
ん

が

壮そ
う

絶ぜ
つ

な
奮ふ

ん

闘と
う

」。
あ
こ
が
れ

の
日に

本ほ
ん

で
悪あ

く

戦せ
ん

苦く

闘と
う

し
な
が

ら
一ひ

と

旗は
た

あ
げ
る
ま
で
の
姿す

が
た

が

描え
が

か
れ
た
番ば

ん

組ぐ
み

だ
。

　

日に
っ

本ぽ
ん

時じ

間か
ん

で
は
３
日か

午ご
ご後

１
０
時じ

か
ら
放ほ

う

送そ
う

。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

サ
イ
ト
の
番ば

ん

組ぐ
み

紹し
ょ
う

介か
い

に
よ

れ
ば
、
日に

本ほ
ん

で

は
《「
外が

い

国こ
く

人じ
ん

の
壁か

べ

」
に
直

ち
ょ
く

面め
ん

し
、
な
か
な
か

信し
ん

用よ
う

を
得え

ら
れ

な
か
っ
た
。
農の

う

業ぎ
ょ
うビ
ジ
ネ
ス
を

志こ
こ
ろ
ざ

す
も
、
当と

う

初し
ょ

、
簡か

ん

単た
ん

に
は

農の
う

地ち

を
貸か

し
て

も
ら
え
ず
。
そ

の
後ご

ね
ぎ
栽さ

い

培ば
い

が
軌き

道ど
う

に
の
っ

た
後あ

と

も
、
風ふ

う

評
ひ
ょ
う

被ひ

害が
い

に
あ
う
な
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ANO XXIII  –  Nº 5419 SÃO PAULO, SÁBADO, 1° DE FEVEREIRO DE 2020 R$ 5,00
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